
進　交　会　報 第87号〈1〉��令和3年10月

︻　

目　

次　

︼

理
事
長
・
校
長
・
Ｙ
校
会
会
長
挨
拶
二

進
交
会
だ
よ
り

三

（
株
）ア
イ
ス
コ　

Ｉ
Ｐ
О
実
現

四

日
本
史
の
ア
・
プ
リ
オ
リ

五

Ｙ
校
だ
よ
り

七

同
期
会
だ
よ
り

一
一

同
期
会
開
催
状
況

一
四

Ｙ
校
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り

Ｙ
校
会
だ
よ
り

Ｙ
校
卒
業
生
進
路
状
況

一
五

訃
報
・
編
集
後
記

一
六

進
交
会
報
の
分
冊
を
試
行

今
年
度
は
試
験
的
に
Ｙ
校
版
と
市
大
版
の

分
冊
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
分
冊
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
（
QR
コ
ー
ド
、

メ
ー
ル
、
は
が
き

の
い
ず
れ
か
で
回

答
）
を
お
願
い
し

ま
す
。

～ 人と進んで交わり、共に資質を高めよ。～

Ｙ校版

令
和
４
年
度

進
交
会
新
年
懇
親
会
の
お
知
ら
せ

日
時　
　

令
和
４
年
１
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
開
宴

会
場　
　

崎
陽
軒
本
店　

４
階

※
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
、
電
話
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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Ｙ
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

横
浜
市
立
横
浜
商
業
高
等
学
校

校
長　

小
間
物　

晃
弘

今
年
４
月
に
着
任
し
て
以

来
、
Ｙ
校
生
の
明
る
い
元
気

な
あ
い
さ
つ
、
日
頃
の
授
業

や
学
校
行
事
、
部
活
動
を
通

し
て
、
Ｙ
校
生
の
限
り
な
い

爽
や
か
な
パ
ワ
ー
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
昨
年
度
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
。
今
の
と

こ
ろ
、
臨
時
休
業
は
な
い
も
の
の
あ
た
り
前
に
思
え
て
い

た
学
校
生
活
に
は
生
徒
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
、
依
然

と
し
て
様
々
な
制
限
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
こ
の
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
が
飛
躍
的
に
進
み
ま
し
た
。
１
年
生
全
員
に
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
を
所
持
さ
せ
、
Ｈ
Ｒ
や
授
業
で
積
極
的
な
活
用

が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
教
職
員
も
そ
の
研
修
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
令
和
四
年
度
入
学
生
か
ら
学
年
進
行

で
全
面
実
施
さ
れ
る
学
習
指
導
要
領
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
産
業
構
造
の
変
化
や
技
術
が
進
展
し
、

経
済
社
会
が
常
に
変
化
し
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
人
材
も

変
化
す
る
こ
と
か
ら
学
校
は
進
化
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。 

横
浜
市
立
大
学
に
よ
る
特
別
講
義
や

研
究
発
表
等
の
講
評
等
で
の
ご
指
導
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
す
す
め
る
上
で
、
大
変
あ
り
が
た
い
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
来
年
、
開
校
百
四
十
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｙ
校
は
、
歴
代
卒
業
生
が
横
浜
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
全
国
、
さ
ら
に
は
世
界
各
地
で
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
進
交
会
、
Ｙ
校
会
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
支
え

ら
れ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
元
気
よ
く
Ｙ
校
生
活
を
送
っ

て
お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
進
交
会
及
び
Ｙ
校
会
の
皆
様

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
収
束
で

�
進
交
会
館
落
成
の
真
の
喜
び
を
！

一
般
社
団
法
人
進
交
会　

理
事
長　

古
屋　

文
雄　

進
交
会
会
員
の
皆
様
、
昨
年
か
ら

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
、

当
た
り
前
の
日
常
生
活
が
大
き
く
制

限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
様
も

緊
張
感
の
中
で
の
生
活
が
続
き
、
本

当
に
大
変
な
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
進
交
会
館
の
感
染
拡
大
防
止
に

ご
協
力
を
頂
き
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
等
に
伴
い
、
会
員
の
皆
様
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ
の
「
み
な
と
倶
楽
部
」
や
貸
会
議
室
の
事
業
を
一

定
期
間
休
業
せ
ざ
る
を
得
ず
、
進
交
会
館
落
成
の
真
の
喜
び
を
会
員

の
皆
様
に
享
受
し
て
い
た
だ
け
ず
、
誠
に
残
念
な
思
い
を
し
て
お
り

ま
す
。

今
般
、
初
の
試
み
と
し
て
、
従
来
の
Ｙ
校
、
市
大
を
合
同
掲
載
し

発
行
し
て
い
た
進
交
会
報
を
、
今
回
試
験
的
に
Ｙ
校
版
、
市
大
版
に

分
冊
発
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
分
冊
に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く

の
会
員
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
校
へ
の
思
い
を
深
め
、

母
校
愛
を
高
め
、
同
窓
会
（
進
交
会
）
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
ら
と
願
い
試
験
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
員

の
皆
様
に
お
願
い
し
た
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
は
「
持
続
可
能
な

進
交
会
」
に
向
け
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
ふ
れ
あ
い
、
仲
間
と
の
交
流
、

会
話
の
機
会
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
終
え
、
一
日
で
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

を
迎
え
、
安
心
安
全
な
生
活
が
で
き
ま
す
こ
と
を
願
う
と
共
に
、
皆

様
が
進
交
会
館
落
成
の
真
の
喜
び
を
ご
享
受
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

甚
に
存
じ
ま
す

Ｙ
校
会
会
長
挨
拶

・・・・　

我
慢
に
も
限
界
が　
・・・・

Ｙ
校
会　

会
長　

田
宮　

国
興
（
Ｙ
昭
39
年
）

Ｙ
校
卒
業
生
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
コ
ロ
ナ
災
禍

に
あ
っ
て
大
変
な
ご
苦
労
も

多
い
か
と
拝
察
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
日
頃
は
Ｙ
校
会
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
生
活
に
影
響
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
々
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
夏
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
賛
否
両
論
の
あ
っ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
中
、

日
本
の
ア
ス
リ
ー
ト
達
の
大
活
躍
に
よ
り
、 

史
上
最
多
の

メ
ダ
ル
数
を
獲
得
し
て
我
々
に
ス
リ
ル
と
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

Ｙ
校
会
に
お
い
て
は
昨
年
に
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
毎

年
２
月
開
催
予
定
の
Ｙ
校
会
総
会
を
２
年
連
続
で
「
書
面

に
よ
る
表
決
」
に
変
更
し
、
社
会
見
学
会
、
暑
気
払
い
等

の
行
事
も
中
止
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て
Ｙ
校
生
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
台
湾
へ
の
海
外
研
修
も
生
徒
に
と
っ
て
は
誠
に

気
の
毒
で
す
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
母
校
へ

の
新
た
な
支
援
策
と
し
て
Ｙ
校
生
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
へ
の

支
援
及
び
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
は
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
今
年
は
、
試
験
的
に
進
交
会
報
を
Ｙ
校
版

・
市
大
版
に
分
冊
し
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
Ｙ
校
卒
業
生
が
母
校
へ
の
愛
着
と
思
い
出
を
高
め
、
若

年
層
や
女
性
層
か
ら
も
Ｙ
校
会
活
動
に
賛
同
を
い
た
だ
き
、

正
会
員
の
増
員
、会
費
の
増
収
等
に
役
立
つ
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

も
う
我
慢
の
限
界
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
と
共
に
フ
ェ
イ

ス
Ｔ
o
フ
ェ
イ
ス
で
楽
し
い
日
々
を
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と

が
健
康
を
維
持
す
る
う
え
で
最
大
の
効
果
が
期
待
で
き
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
早
い
機
会
に
み
な
と

倶
楽
部
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

来
秋
は
Ｙ
校
１
４
０
周
年
、
美
澤
進
校
長
の
１
０
０
回

忌
法
要
を
迎
え
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご

自
愛
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
一
層
Ｙ
校
会
活
動
へ
積
極
的
に

参
加
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。
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進
交
会
だ
よ
り

◆
事
務
局
だ
よ
り

◎�
横
浜
市
大
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
基

金
』
に
寄
付
。

コ
ロ
ナ
禍
の
緊
急
事
態
の
市
大
病
院
と
困
窮

す
る
学
生
の
支
援
の
た
め
、
令
和
２
年
12
月
に

古
屋
理
事
長
か
ら
市
大
理
事
長
に
、
１
０
０
万

円
（
進
交
会
50
万
円
、
Ｙ
校
会
25
万
円
、
市
大

同
窓
会
25
万
円
、
計
１
０
０
万
円
）
の
寄
附
目

録
を
⼿
渡
し
ま
し
た
。
市
大
理
事
長
か
ら
、

「
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
学
生
支
援
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」
と
感
謝
の
言

葉
を
頂
き
ま
し
た
。

◎
Y
校
生
へ
の
奨
学
金
、
美
澤
皆
勤
賞
の
授
与
。

★ 

令
和
３
年
３
月
２
日
の
Ｙ
校
卒
業
式
で
、
成

績
優
秀
な
生
徒
７
名
に
奨
学
金
を
授
与
し
ま

し
た
。

　

進
交
会
奨
学
金
受
賞
者
（
敬
称
略
）

五
十
嵐
ひ
な
た
、

田
龍
治
、
梶
谷
龍
二
、

糀
谷
真
千
、
黒
澤
真
姫
、
君
島
丞
為
、

石
井
芳
奈　

★
３
年
間
無
遅
刻
無
欠
勤
の
生
徒
40
名
に

　

美
澤
皆
勤
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

※ 

令
和
４
年
か
ら
「
奨
学
金
」
の
名
称
を

「
進
交
会
賞
」
に
変
更
し
ま
す
。

◎
市
大
生
へ
の
進
交
会
賞
の
授
与

令
和
３
年
３
月
18
日
、
シ
ー
ガ
ル
ホ
ー
ル
に

て
古
屋
理
事
長
か
ら
14
名
の
成
績
優
秀
な
学
生

に
進
交
会
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

◎
令
和
２
年
度
一
般
社
団
法
人
進
交
会
社
員
総
会

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
「
書
面
に
よ
る
表
決
」
に

変
更
し
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
第
一
号
議
案　

令
和
二
年
度
事

業
報
告
（
案
）
、
第
二
号
議
案　

令
和
二
年
度

貸
借
対
照
表
（
案
）
及
び
正
味
財
産
増
減
計
算

書
（
案
）
承
認
の
件
の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

◎
進
交
会
Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

進
交
会
活
動
を
会
員
の
皆
様
に
よ
り
よ
く
ご

理
解
い
た
だ
き
、
同
窓
会
、
ゼ
ミ
、
部
活
О
Ｂ

会
等
の
開
催
、
支
部
活
動
等
の
周
知
、
交
流
・

連
携
等
で
更
に
お
役
に
立
て
る
様
、
進
交
会
Ｈ

Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

◎
み
な
と
倶
楽
部
・
貸
会
議
室

み
な
と
倶
楽
部
で
は
会
員
の
皆
様
が
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
以
下
の
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

・
検
温
、
⼿
指
消
毒
の
実
施

・ 

三
密
の
防
止
（
人
数
制
限
及
び
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
・
換
気
）

・
ア
ク
リ
ル
板
の
設
置

・
従
業
員
の
マ
ス
ク
着
用
励
行

★ 

ご
利
用
の
際
は
必
ず
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

自　令和２年　４月　１日
至　令和３年　３月３１日 　　　　　　　令和３年３月３１日現在

　（単位：円） （単位：円）
科　　       目 一般会計 特別会計 美澤基金 総合計 科　　       目 一般会計 特別会計 美澤基金 総合計

（1）経常収益 Ⅰ　資産の部
　　　基本財産受取利息 0 　1.流動資産
　　　広告料収益等 710,000 710,000 　　　現金預金 23,879,963 0 299,081 24,179,044
　　　貸室収益　 33,522,125 33,522,125 　　　未収入金 654,659 654,659
　　　共益費収益 0 　　　前払費用 0
　　　光熱費収益 0 　　流動資産合計 23,879,963 654,659 299,081 24,833,703
　　　みなと倶楽部収益 1,418,820 1,418,820 　2.固定資産
　　　文化教室収益 0 　（1）基本財産
　　　受取入会金 6,120,000 6,120,000 　　　奨学基金・定期預金 12,919,147 12,919,147
　　　受取会費 15,250,000 15,250,000 　　　基本金・定期預金 7,440,000 7,440,000
　　　　受取寄付金 30,000 30,000 　　基本財産合計 20,359,147 20,359,147
　　　　雑収入 1,821 4,327,899 10 4,329,730 　（2）特定資産
       経常収益計 22,081,821 39,268,844 30,010 61,380,675 　　　土地 28,332,089 28,332,089
（2）経常費用 　　　特定資産合計 28,332,089 28,332,089
　　　会報発行費 9,948,623 9,948,623 　（3）その他の固定資産
      その他の事業費 109,296 437,815 547,111 　　　建物 525,976,113 525,976,113
　　　行事費 0 3,960 3,960 　　　建物付属設備 1,312,958 1,312,958
　　　慶弔費 0 0 0 　　　什器備品 3,931,182 3,931,182
　　　母校関係費 1,481,300 1,481,300 　　　長期貸付金 0 76,660,662 76,660,662
　　　奨学金 1,040,000 1,040,000 　　　その他の固定資産合計 531,220,253 76,660,662 607,880,915
　　　みなと倶楽部運営費 3,838,976 3,838,976 　　固定資産合計 48,691,236 531,220,253 76,660,662 656,572,151
　　　文化教室運営費 0 0   3.事業間貸借 124,137,339 △ 124,137,339 0 0
　　　諸給 1,919,320 2,878,980 4,798,300 　　資産合計 196,708,538 407,737,573 76,959,743 681,405,854
　　　法定福利費 16,971 16,971 Ⅱ　負債の部
　　　交通費 54,971 321,039 869,819 　1.流動負債
　　　通信費 796,766 73,053 870,508 　　　前受金 0 0 0 0
　　　管理費 0 870,508 0 　　　従業員預り金 15,918 0 0 15,918
　　　修繕費 0 0 1,177,869 　　流動負債合計 15,918 0 15,918
　　　光熱費 176,309 1,001,560 155,400 　2.固定負債
　　　会議費 31,670 123,730 1,626,009 　　　前受入会金 18,635,000 18,635,000
　　　消耗品費 2,150 1,623,859 　　　預り金 0
　　　租税公課 0 74,500 74,500 　　　預り保証金 6,033,270 6,033,270
　　　固定資産税 1,345,000 1,345,000 　　　預り敷金 0
　　　減価償却費 12,135,441 12,135,441 　　　長期借入金 33,170,753 567,776,659 600,947,412
　　　支払利息 7,536,698 7,536,698 　　　固定負債合計 51,805,753 573,809,929 625,615,682
　　　保険料　 230,800 230,800       負債合計 51,821,671 573,809,929 625,631,600
　　　図書費 19,134 19,134 38,268 Ⅲ　正味財産の部
　　　諸会費 48,000 48000 　1.指定正味財産
　　　衛生費 23,800 23800 　　　奨学基金 12,919,147 12,919,147
　　　雑費 327,510 59,551 0 387,061 　　　基本金 7,440,000 7,440,000
    経常費用計 15,907,049 32,663,375 0 48,570,424 　　指定正味財産合計 20,359,147 20,359,147
　　当期経常増減額 6,174,772 6,605,469 30,010 12,810,251 　　　（うち基本財産への充当額） 20,359,147 20,359,147
　一般正味財産期首残高 118,352,948 △ 172,677,825 76,929,733 22,604,856 　2.一般正味財産 124,527,720 △ 166,072,356 76,959,743 35,415,107
　一般正味財産期末残高 124,527,720 △ 166,072,356 76,959,743 35,415,107 　　正味財産合計 144,886,867 △ 166,072,356 76,959,743 55,774,254
　指定正味財産期末残高 20,359,147 20,359,147 　　負債及び正味財産合計 196,708,538 407,737,573 76,959,743 681,405,854
  正味財産期末残高 144,886,867 △ 166,072,356 76,959,743 55,774,254

正味財産増減計算書総括表 貸借対照表総括表
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原
点
は
Ｙ
校
で
培
っ
た「
商
業
実
践
」

（
株
）ア
イ
ス
コ
入
社
55
年
で
商
業
資
本
の
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
問
屋
と
し
て
令
和
３
年
４
月
初
の

Ｉ
Ｐ
Ｏ（
新
規
株
式
公
開
）を
実
現
。

（
株
）
ア
イ
ス
コ　

代
表
取
締
役
会
長

相
原　

敏
貴
（
Ｙ
昭
41
卒
）

︻
Ｙ
校
時
代
の
思
い
出
︼

「
や
ん
ち
ゃ
な
学
校
生
活
だ
っ
た
」と
振
り
返
る
。

「
強
く
な
り
た
い
」と
思
い
柔
道
部
に
入
部

父
か
ら「
Ｙ
校
に
行
っ
て
商
人
に
な
れ
」と
言
わ
れ
、後
継

ぎ
に
。

私
が
家
業
で

あ
る
相
原
冷
菓

に
入
社
し
た
の

は
１
９
６
６
年
、

今
年
で
入
社
55

年
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

を
い
ろ
い
ろ
な
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
乗
り
越

え
て
き
た
。
入
社
当
時
は
年
商
１
，
８
０
０
万

円
で
従
業
員
が
私
の
他
に
３
人
い
た
。
得
意
先

は
少
な
く
、
午
前
中
で
仕
事
が
終
わ
っ
て
し
ま

い
「
こ
れ
で
は
い
か
ん
」
と
セ
ー
ル
ス
の
⼿
引

き
の
本
を
片
⼿
に
営
業
活
動
を
始
め
た
。
初
め

て
営
業
に
行
っ
た
企
業
の
契
約
が
取
れ
て
楽
し

く
な
り
、
そ
こ
か
ら
夢
中
で
働
い
た
。

売
上
は
順
調
に
増
加
し
、
入
社
７
年
後
に
従

業
員
が
７
名
に
な
っ
て
い
た
が
、
人
の
入
れ
替

わ
り
が
激
し
く
悩
ん
で
い
た
。
私
と
同
じ
レ
ベ

ル
の
仕
事
を
従
業
員
に
も
求
め
て
い
て
、
常
に

自
分
と
従
業
員
を
比
較
し
な
が
ら
働
い
て
い
た
。

あ
る
ス
ー
パ
ー
へ
営
業
に
行
っ
た
際
、
そ
こ
の

従
業
員
が
活
き
活
き
と
働
い
て
い
る
の
を
見
て
、

そ
の
理
由
を
ス
ー
パ
ー
の
社
長
に
尋
ね
る
と
、

「
あ
ん
た
仕
事
し
て
い
て
つ
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
、

顔
に
出
て
る
よ
」
と
言
わ
れ
唖
然
と
し
た
。
そ

し
て
Ｉ
Ｐ
Ｒ
と
い
う
研
修
の
存
在
を
知
り
、
藁

を
も
掴
む
思
い
で
参
加
し
、
人
の
入
れ
替
わ
り

が
激
し
い
理
由
は
全
て
自
分
に
あ
る
と
気
付
か

さ
れ
た
。
そ
の
時
に
「
寛
大
と
は
、
そ
の
人
の

全
て
を
許
す
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

は
見
逃
す
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
欠
点
を

正
し
く
説
い
て
あ
げ
る
こ
と
だ
」
と
い
う
言
葉

を
学
び
、
私
に
意
見
し
て
く
れ
る
人
は
素
晴
ら

し
い
人
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
人
を

使
お
う
」
と
い
う
考
え
方
が
間
違
い
だ
と
気
付

か
さ
れ
、
経
営
者
の
仲
間
と
勉
強
会
を
作
り
、

と
に
か
く
勉
強
し
た
。
そ
う
す
る
と
人
が
愛
お

し
く
な
っ
て
営
業
す
る
の
が
さ
ら
に
楽
し
く
な

っ
て
い
っ
た
。

あ
る
時
、
小
売
業
最
大
⼿
の
ダ
イ
エ
ー
に
飛

び
込
み
で
営
業
に
行
き
、
ア
ポ
イ
ン
ト
な
し
で

何
と
か
バ
イ
ヤ
ー
に
会
う
こ
と
が
で
き
た
が
、

「
会
社
が
小
さ
い
か
ら
取
引
で
き
な
い
」
と
言

わ
れ
追
い
返
さ
れ
た
。
以
来
、
そ
の
時
の
バ
イ

ヤ
ー
に
「
ダ
イ
エ
ー
も
初
め
は
小
さ
か
っ
た
で

し
ょ
？
う
ち
を
大
き
く
し
て
く
だ
さ
い
！
」
と

言
い
続
け
、
そ
の
後
５
年
半
通
い
つ
め
30
歳
の

時
に
ダ
イ
エ
ー
と
の
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
小
売
最
大
の
ダ
イ
エ
ー
と
取
引
す
る
こ
と

で
自
信
に
も
つ
な
が
り
、
相
原
冷
菓
の
社
名
が

業
界
に
知
れ
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
44
歳
の
時
商
号
を
株
式
会
社
ア
イ

ス
コ
に
改
め
、
順
調
な
滑
り
出
し
と
な
っ
た
が
、

１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
事
態
は
一

変
し
た
。
震
災
の
影
響
を
深
く
受
け
た
ダ
イ
エ

ー
と
の
取
引
を
失
い
初
め
て
の
赤
字
と
な
っ
た
。

大
変
な
状
況
だ
っ
た
が
、
「
愚
痴
は
捨
て
た
人

も
拾
っ
た
人
も
不
幸
に
な
る
」
と
思
い
、
不
満

を
活
か
す
た
め
、
愚
痴
で
は
な
く
意
見
に
変
え

る
よ
う
に
心
掛
け
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、

新
規
開
拓
に
注
力
し
、
一
転
売
上
を
増
大
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

２
０
０
０
年
、
い
き
な
り
３
０
０
坪
の
ス
ー

パ
ー
を
計
画
し
た
が
貸
し
渋
り
等
の
金
融
状
況

よ
り
、
資
金
不
足
が
生
じ
た
が
、
友
人
、
知
人

の
支
援
に
よ
り
開
店
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
「
受
け
た
恩
は
石
に
刻
め
、
掛
け
た
情

は
水
に
流
せ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、
こ
の

友
人
、
知
人
と
の
縁
は
一
生
大
事
に
し
よ
う
と

思
っ
た
。
こ
の
後
、
さ
ら
に
２
店
を
開
店
さ
せ

順
調
に
事
業
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

今
か
ら
、
25
年
前
に
八
社
会
と
い
う
経
営
者

が
集
ま
る
会
に
入
会
し
、
そ
の
会
の
仲
間
の
影

響
も
あ
り
、
上
場
を
目
指
す
意
欲
が
芽
生
え
、

２
０
１
６
年
の
上
場
を
宣
言
し
た
。
５
年
間
の

遅
れ
が
あ
る
も
、
今
回
上
場
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
し
て
「
我
が
行
動
は
、
我
が

思
考
の
限
界
を
超
え
な
い
」
と
い
う
こ
の
言
葉

が
大
好
き
で
、
思
う
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思

っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｙ
校
で
の
「
商
業
実
践
」

の
授
業
で
い
ち
早
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
を
模
擬

体
験
で
き
た
こ
と
が
一
番
の
財
産
と
考
え
る
。

「
上
場
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
」
、

ア
イ
ス
コ
の
社
名
は
「
Ｉ　

Ｃ
ａ
ｒ
ｅ　

Ｅ
ｖ

ｅ
ｒ
ｙ
ｂ
ｏ
ｄ
ｙ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
」
（
あ

ら
ゆ
る
人
々
に
慈
し
み
の
心
を
も
っ
て
接
す
る

企
業
で
あ
り
た
い
）
と
い
う
願
い
を
由
来
と
し
、

「
食
を
通
じ
て
社
会
貢
献
す
る
こ
と
」
を
目
標

に
、
失
敗
を
恐
れ
ず
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
、
ア
イ
ス
コ
は
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
と
確

信
し
て
い
る
。

株
式
会
社　

ア
イ
ス
コ

・
創　
　

業�

：
昭
和
23
年
５
月　

・
本　
　

社�

：
横
浜
市
泉
区

・
資�

本�

金�

：
３
４
８
，
６
０
８
千
円

・
従
業
員
数�

：
１
１
９
７
名

・
売�

上�

高�

：
４
０
５
億
（
２
０
２
０
年
度
）

・
事
業
内
容�

：�

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
及
び
冷
凍
食
品
等
の

卸
売
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
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日
本
史
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
、

老
人
の
独
り
言

第
21
代
Ｙ
校
校
長　

山
田　

瑛
（
Ｙ
専
昭
25
卒
）

明
治
の
日
本
人
は
、
和
服
か
ら
洋
服
に
着
替

え
る
こ
と
が
ハ
イ
カ
ラ
で
、
ハ
イ
カ
ラ
こ
そ
が

文
明
開
化
だ
と
感
じ
て
居
ま
し
た
。
し
か
し
維

新
後
の
職
業
の
転
換
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
足

袋
の
刺
し
子
の
職
人
は
地
下
足
袋
の
底
の
部
分

が
布
合
わ
せ
の
刺
物
で
し
た
か
ら
、
刺
し
子
の

技
術
を
洋
服
の
襟
に
転
用
し
て
洋
服
の
仕
立
て

屋
に
転
換
し
ま
し
た
。
し
か
し
背
広
の
大
衆
化

ど
こ
ろ
か
学
生
さ
え
着
物
で
通
学
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
廃
藩
置
県
の
各
藩
の
脱
出
者
の
先

達
は
医
者
で
し
た
。
藩
医
は
お
抱
え
の
医
者
で

し
た
か
ら
藩
主
を
失
っ
て
医
者
は
、
漢
方
の
薬

草
の
支
払
を
放
置
し
て
夜
逃
げ
同
然
で
江
戸
に

出
ま
し
た
。
森
鴎
外
の
生
家
は
、
藩
の
典
医
の

家
柄
で
し
た
が
林
太
郎
の
母
は
亡
父
の
弟
子
を

婿
と
し
ま
し
た
か
ら
、
彼
女
が
漢
方
の
借
金
、

家
屋
・
家
財
の
始
末
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
幼
児

の
林
太
郎
の
⼿
を
引
い
て
上
京
、
親
戚
の
西
周

の
⼿
ほ
ど
き
で
江
戸
に
転
居
し
ま
し
た
。
幼
い

林
太
郎
に
は
酷
い
旅
で
し
た
。
林
太
郎
は
西
の

甥
で
、
西
は
甥
の
非
凡
な
才
能
に
気
付
い
て
い

て
、
林
太
郎
の
人
生
行
路
を
援
け
ま
し
た
。
な

お
、
江
戸
の
各
地
域
の
医
療
担
当
医
師
の
⼿
当

て
は
月
20
円
で
し
た
。

豪
商
の
雨
宿
り

現
在
の
関
内
の
地
域
は
長
崎
の
出
島
の
感
じ

で
、
大
岡
川
が
堀
割
の
役
割
を
担
当
、
横
浜
は

外
国
商
会
と
邦
人
の
商
人
の
町
で
し
た
。
本
土

は
野
毛
の
大
岡
川
に
橋
を
か
け
て
通
行
、
そ
こ

で
町
で
は
公
益
事
業
と
し
て
橋
の
袂
に
四
斗
樽

を
埋
め
て
蓆
で
囲
い
公
衆
ト
イ
レ
を
作
り
ま
し

た
。
臭
い
仕
事
と
云
う
よ
り
は
、
汚
い
不
浄
な

仕
事
で
希
望
者
が
無
く
、
そ
れ
で
も
落
札
し
て

数
千
円
の
代
金
を
セ
シ
メ
テ
、
そ
れ
を
元
⼿
に

ビ
ズ
ネ
ス
を
拡
張
し
て
ト
ド
ノ
ツ
マ
リ
は
、
学

校
を
作
り
、
ド
ッ
ク
を
作
り
し
て
地
域
の
生
活

圏
と
造
船
業
と
い
う
職
場
を
提
供
し
た
も
の
で

す
。
こ
う
し
て
地
域
密
着
型
の
開
発
に
精
進
し

て
財
を
な
し
た
人
物
の
い
た
こ
と
を
、
市
民
は
、

そ
ろ
そ
ろ
忘
れ
か
け
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
か
ら
百
年
、
横
浜
は
先
進
国
の
都
市

化
を
ビ
ズ
ネ
ス
と
し
て
五
里
霧
中
で
戦
災
の
復

旧
を
成
し
遂
げ
、
さ
ら
に
新
し
い
近
代
都
市
の

装
い
を
固
め
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
話
は
明
治
期
、

下
駄
履
き
の
ス
テ
テ
コ
姿
の
ノ
ン
キ
節
の
時
代

で
は
、
横
浜
は
暗
闇
の
頬
か
む
り
と
い
う
よ
う

な
恰
好
で
、
新
し
い
文
化
・
文
明
と
真
摯
に
向

か
い
合
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
海
辺
の
活
林
は

松
の
木
が
水
に
強
い
も
の
で
未
来
の
護
岸
工
事

の
役
に
立
て
よ
う
と
、
家
康
の
時
代
に
埋
め
立

て
請
負
人
の
内
川
新
左
衛
門
の
配
下
の
人
た
ち

が
植
林
し
た
も
の
で
、
豪
傑
の
青
春
時
代
で
は
、

雨
ざ
ら
し
を
野
毛
山
の
松
の
木
陰
で
凌
い
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
後
年
の
豪
商
に
も
ス
ト
リ
ー

ト
ボ
ー
イ
の
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
昼
は
オ
キ

ナ
カ
シ
で
汗
を
か
き
、
夜
は
野
毛
の
仮
寝
か
な
、

と
い
う
生
活
に
耐
え
て
、
と
ど
の
つ
ま
り
は
横

浜
豪
商
の
大
舞
台
に
這
い
上
が
っ
た
と
、
こ
れ

も
実
話
で
す
。
近
年
の
横
浜
は
都
市
化
現
象
に

呑
み
込
ま
れ
て
往
年
を
偲
ば
せ
る
面
影
を
失
い

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
野
毛
の
松
の
木
の
昔
話
を

語
る
人
も
居
な
く
な
り
ま
し
た
。

泥
棒
に
成
れ
な
か
っ
た
コ
メ
泥
棒

敗
戦
は
身
近
な
文
明
開
化
で
し
た
。
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
女
史
は
風
と
共
に
去
り

ぬ
で
、
戦
争
は
負
け
る
方
が
儲
か
る
と
レ
ッ
ト

パ
ト
ラ
ー
に
語
ら
せ
て
い
ま
す
が
、
終
戦
の
日

の
午
前
中
に
軍
に
物
資
を
納
品
、
集
金
も
終
わ

っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
午
の
天
皇
の
放
送
を
聞

い
て
急
い
で
納
品
物
資
を
取
り
返
し
に
行
っ
た

と
い
う
公
然
た
る
泥
棒
が
居
ま
し
た
。
敗
戦
国

の
立
場
で
は
義
賊
で
す
が
、
落
と
し
物
の
先
取

特
権
の
ツ
モ
リ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
代
金
の
二

重
と
り
と
い
う
べ
き
か
、
と
に
か
く
異
常
事
態

で
の
こ
と
で
警
察
権
は
発
動
無
し
。
物
資
は
米

軍
に
押
収
さ
れ
る
よ
り
は
マ
シ
だ
と
い
う
わ
け

で
す
。
読
者
は
そ
れ
が
米
だ
と
聞
い
た
ら
驚
く

で
し
ょ
う
。
こ
の
泥
棒
に
な
ら
な
か
っ
た
泥
棒

は
戦
後
に
大
活
躍
、
鶴
見
の
ド
ッ
ク
マ
ン
の
よ

う
に
教
育
に
も
⼿
を
出
し
ま
し
た
。
ミ
ッ
チ
ェ

ル
女
史
の
奇
妙
な
文
明
開
化
で
し
た
。

敗
戦
後
の
日
本
国
憲
法
は
個
人
の
尊
厳
を
守
れ

る
か明

治
憲
法
の
日
本
は
天
皇
大
権
の
憲
法
で
内

閣
制
度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
が
、
専
門
的
役
割

は
各
省
大
臣
に
委
ね
ら
れ
て
居
ま
し
た
か
ら
、

天
皇
は
君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
と
い
う
建
前

の
天
皇
で
し
た
。
政
府
機
関
の
長
が
天
皇
の
統

治
の
大
権
の
責
任
を
負
う
こ
と
を
輔
弼
（
ホ
ヒ

ツ
）
と
云
い
ま
し
た
が
、
明
治
憲
法
は
、
議
会

閉
会
の
際
の
公
共
の
安
全
の
保
持
と
、
災
厄
を

避
け
る
た
め
の
緊
急
の
必
要
に
際
し
て
は
勅
令

と
い
う
天
皇
親
政
の
余
地
を
残
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
勅
令
の
歴
史
は
古
代
に
遡
り
ま
す
。
飛
鳥

奈
良
の
王
権
は
続
日
本
紀
（
６
９
７
～
７
９
７

年
）
で
は
、
天
皇
の
言
葉
は
全
て
勅
令
で
し
た
。

戦
後
の
現
行
憲
法
は
国
民
主
権
と
な
り
ま
し
た

が
、
国
民
の
権
利
が
突
然
、
劇
的
に
変
化
し
た

の
は
婦
人
参
政
権
の
登
場
と
徴
兵
制
度
の
廃
止

程
度
の
こ
と
で
、
戦
後
は
軍
国
主
義
の
排
除
で

民
主
化
が
始
ま
り
教
科
書
の
墨
塗
り
と
並
行
し

て
教
師
の
適
格
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
徒

動
員
で
大
学
卒
業
生
に
尉
官
が
続
出
、
し
か
し

発
令
者
は
マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
な
の
か
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令

な
の
か
、
と
に
か
く
大
尉
は
軍
国
主
義
の
排
除

指
令
で
教
壇
に
立
た
せ
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

早
速
日
本
読
み
で
中
尉
な
ら
ば
ヨ
シ
と
さ
れ
ま

し
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
大
尉
が
中
尉
と
し
て
申
請
し

教
壇
に
立
ち
ま
し
た
が
、
教
室
で
は
生
徒
が
大

尉
で
教
官
が
中
尉
と
い
う
奇
妙
さ
に
笑
い
ま
し

た
。
闇
物
資
が
大
量
に
登
場
し
て
そ
こ
か
ら
自

由
経
済
に
突
入
し
た
の
が
真
相
で
、
職
場
の
確

保
も
朝
鮮
動
乱
で
大
量
の
破
損
ト
ラ
ッ
ク
が
出

現
、
そ
の
修
理
か
ら
雇
用
の
機
会
に
有
り
つ
い

た
と
い
う
次
第
で
し
た
。
具
体
的
に
見
れ
ば
、

修
理
に
ハ
ン
ダ
ゴ
テ
を
要
し
た
日
本
が
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
で
部
品
ご
と
取
り
替
え
る
流
れ
作
業
に

驚
い
て
、
生
産
方
式
の
非
科
学
性
に
気
付
い
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
戦
後
の
日
本
の
復
活
の

た
め
に
は
自
動
車
産
業
の
フ
ォ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

が
動
き
出
す
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

過
去
プ
ラ
ス
舶
来
の
生
活
革
命

日
本
で
は
舶
来
文
化
は
天
孫
降
臨
に
始
ま
り

ま
し
た
が
、
日
本
史
は
こ
こ
で
は
ノ
ー
コ
メ
ン

ト
で
す
。
大
化
の
改
新
は
朝
鮮
半
島
の
影
響
を

排
除
し
よ
う
と
し
た
事
件
と
い
う
感
じ
も
あ
り

ま
す
が
国
内
的
に
は
国
内
の
権
力
闘
争
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
素
直
に
み
れ
ば
教
室
の
日
本
古
代
史

は
、
飛
鳥
大
和
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
魏
志
倭

人
伝
で
は
卑
弥
呼
の
後
継
の
時
代
に
倭
は
大
い

に
乱
れ
た
と
さ
れ
て
居
ま
す
。
そ
の
争
乱
の
犯

人
は
実
は
「
チ
ヌ
」
族
で
し
た
。
チ
ヌ
は
昨
今
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で
は
ク
ロ
ダ
イ
の
こ
と
。
し
か
し
、
そ
こ
は
大

阪
の
和
泉
の
古
名
も
チ
ヌ
と
い
う
こ
と
で
、
奈

良
の
港
湾
地
域
の
反
乱
で
あ
る
と
す
れ
ば
大
変

な
事
態
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
七
世
紀
前

半
の
時
代
で
は
吉
備
の
存
在
も
米
ど
こ
ろ
の
経

済
圏
で
し
た
か
ら
、
も
う
少
し
丁
寧
に
と
思
い

ま
す
。
ま
た
奈
良
の
都
の
時
代
の
奈
良
は
花
の

都
で
は
な
く
て
、
道
端
の
汚
物
の
都
で
し
た
。

横
浜
商
人
の
崩
壊
は

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
恐
慌
は
横
浜
商
人
を

壊
滅
さ
せ
て
い
ま
す
。
横
浜
商
人
は
人
の
信
用

で
成
立
す
る
合
名
会
社
で
し
た
。
経
営
の
言
う

人
的
企
業
で
す
。
合
名
会
社
で
し
た
か
ら
企
業

の
破
産
債
務
を
オ
ー
ナ
ー
が
個
人
の
財
産
で
弁

済
し
ま
し
た
。
東
京
の
商
人
は
株
式
会
社
で
し

た
か
ら
企
業
の
破
産
債
務
を
保
有
株
式
で
負
担

し
ま
し
た
。
だ
か
ら
東
京
の
株
式
会
社
方
式
の

方
が
オ
ー
ナ
ー
が
再
建
し
や
す
か
っ
た
と
い
う

こ
と
が
有
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
会
社
の
制
度
論

で
Y
校
の
教
育
課
程
で
言
え
ば
商
業
法
規
の
課

題
に
な
り
、
担
当
教
師
は
民
法
の
先
生
で
し
た

か
ら
、
法
人
制
度
の
効
能
を
観
察
・
助
言
が
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
専
門
の
エ
ア
ー
ポ
ケ
ッ
ト

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
残
念
に
思
い
ま
す
。

な
お
天
皇
機
関
説
が
軍
国
主
義
者
の
皇
国
意
識

に
支
配
さ
れ
て
居
て
、
機
関
・
機
能
と
い
う
概

念
が
嫌
わ
れ
た
た
め
に
論
考
の
知
能
回
路
に
言

語
障
害
が
蔓
延
し
て
い
た
の
で
は
と
い
う
心
配

が
あ
り
ま
す
。
戦
争
末
期
、
玉
砕
が
公
然
化
し

て
国
民
の
生
存
が
脅
か
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
東

条
が
戦
局
は
五
分
五
分
と
陛
下
に
言
上
し
ま
し

た
。
終
戦
の
年
の
２
月
だ
そ
う
で
す
が
、
中
枢

の
知
性
が
す
で
に
正
常
を
欠
く
と
い
う
事
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
中
枢
が
機
能
的
観
察
を
欠
く

と
配
下
の
国
民
の
生
命
の
尊
厳
が
無
視
さ
れ
ま

す
。
東
条
の
進
言
は
東
京
大
空
襲
の
直
前
と
記

憶
し
て
居
ま
す
。
日
本
の
知
性
の
ア
・
プ
リ
オ

リ
と
申
し
上
げ
ま
す
が
過
剰
反
応
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

過
去
の
残
影
は
「
ア
・
プ
リ
オ
リ
」

旧
来
の
先
天
的
・
生
得
的
な
伝
統
的
・
文
化

的
な
習
性
を
伝
え
る
の
が
伝
統
で
す
。
そ
こ
へ

開
明
派
の
人
た
ち
が
舶
来
を
付
加
し
て
生
活
文

化
を
変
化
さ
せ
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

―
の
摺
合
せ
が
、
当
該
社
会
の
生
活
環
境
や
生

活
様
式
を
変
化
さ
せ
ま
す
と
文
明
開
化
と
な
り

ま
す
が
、
天
正
キ
リ
シ
タ
ン
の
時
代
で
は
、
国

是
が
妨
害
し
て
弾
圧
に
走
り
ま
し
た
。
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
は
、
そ
の
名
残
で
す
。
古
代
宗
教
で

は
寺
田
・
神
田
の
班
田
を
伴
い
な
が
ら
普
及
し

ま
し
た
が
、
仏
教
は
派
脈
が
頑
な
で
結
果
オ
ー

ラ
イ
で
す
。
こ
れ
が
「
先
天
的
・
生
得
的
な
生

活
の
過
去
の
部
分
」
を
形
成
し
て
、
こ
れ
を

「
ア
・
プ
リ
オ
リ
」
と
云
う
の
だ
そ
う
で
す
が
、

日
本
民
族
は
、
稲
作
民
族
で
、
か
つ
、
海
洋
民

族
で
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
自
然
順
応
型
の
民

族
と
い
う
意
味
で
の
生
活
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
が

根
強
く
、
劇
的
な
文
明
開
化
が
難
し
い
民
族
で

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
な
ぜ
か
社
会
的
な

統
治
、
い
わ
ゆ
る
政
治
の
支
配
と
云
う
こ
と
に

な
り
ま
す
と
、
「
規
律
を
護
り
集
団
行
動
に
従

順
」
な
民
族
で
、
エ
ジ
プ
ト
に
招
か
れ
て
、
そ

の
エ
ジ
プ
ト
か
ら
追
放
さ
れ
た
ヘ
ブ
ラ
イ
民
族

の
モ
ー
ゼ
の
掟
社
会
の
生
活
の
従
順
さ
と
同
類

で
、
規
律
に
素
直
な
民
族
を
自
負
し
て
居
ま
す
。

身
近
な
話
で
言
え
ば
日
本
人
は
、
横
断
歩
道
に

渡
る
人
が
居
な
く
て
も
、
赤
信
号
で
静
か
に
信

号
の
変
わ
る
の
を
待
つ
こ
と
が
出
来
る
国
民
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
日
本
人
の
天
然
の
特
性

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
不
思
議
が
ら
な

い
平
然
た
る
従
順
さ
が
、
実
は
コ
ロ
ナ
蔓
延
の

地
球
で
の
人
類
的
規
模
で
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
の
で
す
が
、
と
に
か
く
日
本
人
は
、
徳
性

の
根
深
い
民
族
の
ゆ
え
に
、
維
新
で
は
多
く
の

逸
材
を
失
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
維
新
の
刃
に

倒
さ
れ
た
逸
材
を
惜
し
む
と
い
う
意
味
で
武
士

道
の
無
残
さ
を
指
摘
し
て
お
き
ま
す
。
小
栗
は

横
須
賀
の
造
船
所
の
開
拓
者
、
左
遷
さ
れ
て
郷

里
に
隠
遁
し
て
居
て
引
き
出
さ
れ
て
斬
殺
さ
れ

ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
通
で
し
た
か
ら
渋
沢
と
パ

リ
―
に
飛
ん
で
い
た
ら
と
思
い
ま
す
。
彼
の
存

在
は
勝
の
維
新
を
ど
う
調
整
し
た
で
し
ょ
う
か
。

維
新
が
知
識
を
世
界
に
求
め
た
の
は
維
新
の
後

付
け
で
、
だ
と
す
れ
ば
五
箇
条
の
誓
文
は
維
新

で
は
討
幕
革
命
の
後
付
け
の
作
文
の
感
が
あ
り

ま
す
。
維
新
は
岩
倉
の
文
明
開
化
は
権
力
闘
争

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
小
栗
の
可
能
性
は
東
郷
を
越

え
て
居
た
の
で
は
、
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
征
東

軍
の
無
頼
漢
ブ
リ
は
新
皇
の
官
軍
の
自
虐
的
な

名
誉
棄
損
で
し
た
。

補
記　
　
▼

商
業
科
は
商
業
法
規
を
専
門
家

に
委
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
簿
記
だ
け
で
は

ビ
ジ
ネ
ス
に
な
り
ま
せ
ん
。
店
と
奥
の
関
係
を

語
ら
な
い
と
法
人
の
経
営
権
が
オ
ー
ナ
ー
の
主

権
か
ら
委
託
さ
れ
た
委
任
の
関
係
で
あ
る
こ
と

を
踏
み
越
え
て
、
企
業
権
と
経
営
権
の
関
係
が

混
乱
し
ま
す
。
株
式
の
フ
ァ
ン
ド
化
を
推
進
し

て
参
加
権
だ
け
の
株
主
が
増
え
ま
す
と
、
フ
ァ

ン
ド
の
投
票
権
が
増
大
し
て
企
業
防
衛
が
困
難

と
な
り
、
ゴ
ー
ン
が
乱
入
し
か
ね
ま
せ
ん
。
日

本
の
村
社
会
の
感
覚
に
は
。
参
加
意
識
が
先
導

し
勝
ち
で
、
委
託
委
任
の
感
覚
が
不
明
確
化
さ

れ
が
ち
で
す
。
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Ｙ
校
だ
よ
り

◆
「
着
任
の
ご
挨
拶
」

横
浜
市
立
横
浜
商
業
高
等
学
校

副
校
長　

相
原　

慶

桜
舞
い
散
る

四
月
、
大
岡
川

の
水
面
に
浮
か

ぶ
花
筏
が
私
の

心
を
和
ま
せ
て

く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
の
度
、
横

浜
商
業
高
等
学
校
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
相
原

慶
と
申
し
ま
す
。

着
任
後
ま
も
な
く
、
進
交
会
に
つ
い
て
拝
聴

す
る
機
会
が
あ
り
、
会
員
の
皆
様
の
多
大
な
る

ご
支
援
と
ご
理
解
の
も
と
に
本
校
の
教
育
活
動

が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
長

年
に
わ
た
る
皆
様
の
ご
誠
意
に
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

先
頃
、
中
学
校
に
て
保
護
者
と
生
徒
の
方
々

を
対
象
に
本
校
に
つ
い
て
ご
説
明
を
さ
せ
て
頂

く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、

本
校
の
多
様
な
学
科
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
そ
の

教
育
課
程
に
目
を
見
開
か
れ
る
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
見
、
社
会
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
可
能
性
を
持
つ
本
校
の
教
育
活

動
に
あ
ら
た
め
て
敬
愛
の
念
を
深
め
た
次
第
で

す
。本

号
が
皆
様
の
お
⼿
元
に
届
く
秋
深
し
頃
に

は
、
希
望
さ
れ
る
多
く
の
方
々
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
終
え
て
、
将
来
へ
の
明
る
い
展
望
を
携
え

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
方
へ
は
今
後

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
ご

挨
拶
の
結
び
と
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
商
業
科
の
近
況

商
業
科
主
任　

宝
珠
山　

悟

６
月
19
日
（
土
）
に
神
奈
川
県
簿
記
競
技
大

会
が
Ｙ
校
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｙ
校
か
ら
は

６
名
の
３
年
生
が
出
場
し
、
団
体
戦
で
は
平
塚

農
商
高
校
に
次
ぎ
第
２
位
と
な
り
、
個
人
で
は

見
事
に
３
年
４
組
の
中
野
瑠
音
さ
ん
が
個
人
総

合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
中
野
さ
ん
は
７
月

18
日
に
兵
庫
県
の
関
西
学
院
大
学
で
開
催
さ
れ

た
第
37
回
全
国
高
等
学
校
簿
記
競
技
大
会
に
個

人
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
会
報
が
発
行
さ
れ
る

と
き
に
は
結
果
が
出
て
い
ま
す
が
、
商
業
科
の

教
員
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
、
Ｙ
校
の
商
業

教
育
の
一
つ
の
成
果
と
し
て
大
い
に
活
躍
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

簿
記
教
育
に
関
し
て
は
Ｙ
校
在
学
中
に
日
商

簿
記
検
定
１
級
合
格
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
生
徒
も
大
学
に
進
学
し
、
大
学
２
年
生

で
公
認
会
計
士
試
験
に
合
格
を
す
る
な
ど
多
数

の
成
果
が
出
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
高
校
生
の
時

は
簿
記
に
関
し
て
は
日
商
簿
記
２
級
を
目
指
し

て
い
け
ば
十
分
社
会
人
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る

会
計
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
後
も
Ｙ
校
商
業
科
で
は
基
礎
・
基

本
を
大
切
に
し
、
継
続
し
て
取
り
組
め
る
力
を

今
後
も
養
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
Ｙ
Ｂ
Ｃ
ク
ラ
ス
の
状
況

Ｙ
Ｂ
Ｃ
経
営
会
議
主
任　

佐
藤　

邦
宏

６
月
19
日
（
土
）

に
行
わ
れ
た
中
学
生

向
け
本
校
学
校
説
明

会
に
お
い
て
、
こ
の

よ
う
な
質
問
を
し
て

み
ま
し
た
。
商
業
高

校
＝
「
？
」
で
す
か
。

そ
の
問
い
に
対
し
て
、

世
間
一
般
で
考
え
ら

れ
て
い
る
の
は
「
就

職
」
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

Ｙ
校
卒
業
生
で
し
た
ら
「
就
職
」
と
は
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。
Ｙ
校
で
は
商

業
高
校
で
も
大
学
進
学
を
目
指
せ
る
と
い
う
こ

と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

Ｙ
Ｂ
Ｃ
ク
ラ
ス
が
２
０
１
０
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、
12
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
私
自
身
Ｙ
校
の

卒
業
生
で
当
時
の
進
学
商
業
ク
ラ
ス
「
進
商
」

で
２
年
間
学
び
ま
し
た
。
「
進
商
」
は
２
年
生

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
他
の
ク
ラ
ス
よ
り
も
多
く

普
通
科
目
を
学
ぶ
の
が
特
徴
で
し
た
。

２
０
１
８
年
に
異
動
で
戻
り
、
Ｙ
Ｂ
Ｃ
ク
ラ

ス
の
担
任
を
３
年
間
す
る
な
か
で
、
そ
の
違
い

を
多
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
「
進
商
」
の
流
れ

を
汲
ん
で
い
る
ク
ラ
ス
な
の
で
は
と
感
じ
ま
し

た
。そ

の
違
い
は
、
Ｙ
Ｂ
Ｃ
ク
ラ
ス
で
は
、
１
年

生
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
点
、
ま
た
横
浜
市
立

大
学
で
の
講
義
受
講
や
関
東
学
院
大
学
と
の
高

大
連
携
。
大
学
で
何
を
学
び
た
い
の
か
、
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
こ
と
で
下
級
生
の
う
ち
か
ら

行
き
た
い
大
学
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
強
み
だ
と
考
え
ま
す
。

変
わ
ら
ぬ
も
の
は
、
諸
先
輩
方
が
築
か
れ
た

指
定
校
の
充
実
。
「
進
商
」
と
同
様
に
大
学
に

行
こ
う
、
勉
強
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ

た
生
徒
が
多
く
集
ま
り
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
Ｙ
Ｂ
Ｃ
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
な

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｙ
校
の
歴
史
と
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
な
が
ら
、
積
み
上
げ
て
き
た
良

い
も
の
に
新
し
い
取
組
み
を
加
え
、
よ
り
発
展

し
た
Ｙ
Ｂ
Ｃ
ク
ラ
ス
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
進
交
会
会
員
の
皆
様
に

も
ア
ド
バ
イ
ス
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
、
令
和
３
年
３
月
に
卒
業
し
た
生
徒

の
進
路
状
況
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
39
名
中

30
名
が
４
年
生
大
学
に
進
学
［
一
般
受
験
合
格

者
が
９
名
（
明
治
、
日
本
、
北
里
等
）
学
校
推

薦
型
・
総
合
型
選
抜
21
名
（
横
浜
市
立
、
法
政
、

中
央
、
同
志
社
、
東
洋
等
）
］
、
専
門
学
校
４

名
、
公
務
員
３
名
、
進
学
準
備
者
が
２
名
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

◆
国
際
学
科
の
近
況
報
告

国
際
学
科
主
任　

小
島　

寛
子

国
際
学
科
で
は
国
連
が
提
唱
す
る
持
続
可
能

な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
自
分
ご
と
と
し

て
考
え
、
未
解
決
の
社
会
課
題
に
主
体
的
に
取

り
組
む
姿
勢
を
育
ん
で
い
ま
す
。
特
に
今
年
度

は
、
他
者
と
の
対
話
を
通
し
て
深
め
た
考
え
を

「
行
動
」
に
起
こ
す
こ
と
を
目
標
に
、
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
対
話
も
可
能

に
な
っ
た
の
で
、
授
業
で
も
積
極
的
に
活
用
し

対
話
を
大
切
に
「
主
体
性
」
「
協
働
力
」
「
課

題
解
決
能
力
」
を
重
点
的
に
国
際
学
科
の
教
育

を
展
開
し
て
い
き
た
い
で
す
。

中野瑠音さん
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7
月
に
は
国
際
学
科
の
最
大
行
事
Ｙ
Ｓ
Ｆ
―

Ｊ
を
Ｙ
校
で
実
施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活

動
に
制
限
が
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
８

校
の
招
待
校
の
生
徒
を
含
め
約
１
０
０
名
が
集

い
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
自
然
共
生
」

で
、
分
科
会
ト
ピ
ッ
ク
は
「
気
候
変
動
」

「
食
」
「
産
業
」
「
発
電
」
「
国
際
協
力
」
と

い
う
５
つ
の
視
点
か
ら
自
然
共
生
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。
い
か
に
し
て
自
然
を

保
護
し
、
未
来
の
地
球
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
調
べ
学
習
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
、
高

校
生
の
立
場
で
考
え
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

最
後
に
発
表
し
ま
し
た
。
12
月
の
Ｙ
Ｓ
Ｆ
で
は

使
用
言
語
が
英
語
に
な
る
の
で
、
会
議
資
料
を

英
語
で
ま
と
め
た
り
、
英
語
で
発
表
や
議
論
し

た
り
し
て
い
き
ま
す
。
海
外
の
方
と
交
流
が
難

し
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
英
語
を
使
え
る
環
境
を

最
大
限
に
活
か
せ
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
き
ま

す
。◆�

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
の

様
子

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
主
任

坂
本　

静
香

令
和
３
年
４
月
、
密
を
避
け
２
分
割
で
行
わ

れ
た
入
学
式
で
し
た
が
、
無
事
に
８
期
生
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
度
当
初
か
ら
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ

ミ
ナ
ー
や
講
演
会
、

横
浜
市
医
科
学
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ

グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
な
ど
、

例
年
通
り
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
有
難
く
感
じ
て
い
ま
す
。
海
外
研
修
旅

行
は
今
年
度
も
難
し
く
、
国
内
の
研
修
旅
行
に

切
り
替
え
る
予
定
で
す
。
海
外
研
修
と
同
様
に

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
や
普
段
体
験
で
き
な
い
ス

ポ
ー
ツ
の
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流
な

ど
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
の
生
徒
が
多
く

所
属
し
て
い
る
運
動
部
の
大
会
は
、
観
客
や
応

援
の
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
例
年
に
近
い
形
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
卓
球
部
は
、
関
東
大
会

出
場
を
果
た
し
、
ボ
ー
ト
部
は
全
国
大
会
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
を
決
定
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
明
石
や
甲
子
園
を
か
け
た
軟
式
野
球
・

硬
式
野
球
の
選
⼿
権
大
会
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
に
新

し
く
３
名
の
職
員
が
加
わ
り
、
ま
た
元
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
の
斎
藤
里
香
氏
を
ト
レ
ー
ナ
ー
に
迎
え
、

さ
ら
に
充
実
し
た
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
ス
ポ
ー
ツ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
科
で
学
び
た
い
、
と
い
う
生
徒
が

増
え
、
入
学
し
て
き
た
生
徒
、
す
で
に
在
学
し

て
い
る
生
徒
の
活
動
が
実
り
多
き
も
の
に
な
る

よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◆
就
任
の
ご
挨
拶

Ｙ
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　
　

松
下　

更

今
年
度
、
横
浜
商
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
初
め
て
お
受
け
す
る

大
役
に
不
安
を
感
じ
て
は
お
り
ま
す
が
、
理
事

そ
し
て
教
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
務
め

て
ま
い
り
ま
す
。
感
染
拡
大
に
よ
る
行
動
制
限

は
昨
年
よ
り
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
状
況

下
に
お
い
て
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
で
き
る
範
囲
で

生
徒
た
ち
や
見
守
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者
の
皆

様
の
た
め
様
々
な
行
事
や
学
校
運
営
へ
の
協
力

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
総
会
は
書
面
と
な
り
、
先
日
行
わ
れ
ま

し
た
定
例
委
員
会
で
は
今
後
参
加
人
数
を
制
限

し
て
は
ど
う
か
と
本
部
か
ら
提
案
い
た
し
ま
し

た
。
で
す
が
当
日
い
ら
し
た
理
事
の
皆
様
よ
り
、

こ
れ
ま
で
通
り
参
加
し
た
い
と
の
ご
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。
決
し
て
義
務
や
使
命
感
に
よ
り
仕

方
な
く
参
加
し
て
い
る
の
で
は
な
く
会
議
参
加

へ
の
積
極
性
と
情
熱
を
感
じ
、
こ
の
よ
う
な
方

々
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
と
も
に
で
き
る
こ
と
に
喜

び
と
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

前
述
の
通
り
ま
だ
ま
だ
難
し
い
運
営
と
は
な

り
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
に
は
可
能
な
限
り
青
春

を
楽
し
み
将
来
へ
の
希
望
を
胸
に
学
校
生
活
を

送
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。
私

自
身
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
よ
り
学
校
内
に
て
生
徒

達
と
挨
拶
を
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
マ
ス

ク
越
し
で
も
伝
わ
る
笑
顔
を
今
後
も
見
続
け
て

い
ら
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。◆

Ｙ
校
お
や
じ
の
会会

長　

平
井　

稔
人

お
や
じ
の
会
は
Ｙ
校
を
管
理
さ
れ
て
い
る
職

員
の
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
為
、
保
護
者
が
中

心
と
な
り
２
０
０
５
年
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

現
役
の
保
護
者
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
Ｏ

Ｂ
が
参
加
し
、
Ｙ
校
を
陰
で
支
え
る
べ
く
精
を

出
し
て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
は
Ｙ
校
内
の
庭
園
や
施
設
の
清
掃

整
備
・
維
持
管
理
活
動
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他

に
も
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
は
Ｙ
校
祭
で
毎
年
模
擬
店
を
出

店
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
よ
り
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
活
動
を
自
粛
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

７
月
よ
り
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。本

来
で
し
た
ら
、
月
１
回
２
時
間
程
度
の
清

掃
活
動
を
行
い
、
そ
の
後
汗
を
流
し
に
銭
湯
へ
、

そ
し
て
地
域
の
お
い
し
い
お
店
で
の
懇
親
会
に

て
お
や
じ
の
会
の
活
動
に
つ
い
て
積
極
的
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
る
の
で
す
が
、
現
在
活
動
後
の

お
楽
し
み
は
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

が
終
息
す
る
ま

で
会
員
た
ち
も

我
慢
を
し
て
お

り
ま
す
。
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生
徒
の
皆
さ
ん
も
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
新

し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の
中
、
い
ろ
い
ろ
と
模
索

し
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

お
や
じ
の
会
と
し
て
も
、
会
員
の
皆
様
方
の

英
知
を
結
集
さ
せ
、
生
徒
た
ち
が
よ
り
良
い
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
や
じ
の
会
は
今
後
も
Ｙ
校
の
発
展
や
地
域

の
為
に
陰
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
で
き
る
よ
う
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

Y
校
部
活
動
だ
よ
り

◆
Ｙ
校
軟
式
野
球
部

第
66
回
全
国
高
等
学
校

軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に
出
場
に

際
し
て

軟
式
野
球
部
顧
問　

佐
藤　

邦
宏

「
明
日
の
練
習
も
県
大
会
優
勝
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
３
年
チ
ー
フ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
加
瀬
が
必
ず
練
習
後
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
チ
ー
ム
に
投
げ
か
け
る
言
葉
で
す
。
軟

式
野
球
部
は
今
夏
、
11
年
振
り
に
県
大
会
で
優

勝
し
、
神
奈
川
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
南
関

東
大
会
も
制
し
、
平
成
22
年
以
来
７
回
目
の
全

国
選
⼿
権
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
、
南
関
東
大
会
で
は
、
エ
ー
ス
阪
本
の
調

子
が
試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
良
く
な
り
、
守
備

も
ノ
ー
エ
ラ
ー
、
攻
撃
で
は
小
技
を
活
か
し
た

機
動
力
野
球
で
勝
ち
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

夏
の
大
会
が
始
ま
る
前
、
も
っ
と
言
え
ば
３
年

前
に
再
度
赴
任
し
て
監
督
と
な
っ
た
時
、
全
国

大
会
に
こ
ん
な
に
早
く
出
場
で
き
る
と
は
、
思

っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

状
況
の
な
か
で
、
練
習
時
間
が
減
り
、
練
習
試

合
の
相
⼿
も
県
内
の
み
と
い
う
苦
し
い
状
況
で

し
た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
力
を
発
揮
す
る

Ｙ
校
生
の
底
力
と
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
勝

ち
進
む
に
つ
れ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
言
葉
は

「
県
大
会
」
が
「
南
関
東
」
に
変
わ
り
、
最
後

は
「
全
国
大
会
」
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。　

今
回
、
全
国
大
会
で
は
東
中
国
代
表
・
島
根

県
の
浜
田
高
校
に
１
対
５
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
こ
の
言
葉
を
後
輩

た
ち
は
目
標
に
設
定
し
、
達
成
し
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
軟
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
、
監
督
と
し

て
11
年
前
に
出
場
し
た
際
に
も
進
交
会
会
員
の

皆
様
に
は
多
大
な
ご
厚
志
と
温
か
い
ご
声
援
を

頂
き
ま
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

で
現
地
で
の
ご
声
援
を
頂
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
理
事
長
の
古
屋
文
雄
元
Ｙ
校
校

長
を
は
じ
め
多
く
の
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
厚

志
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
Ｙ
校
卓
球
部
の
活
動
報
告

卓
球
部
顧
問　

内
田　

涼
介

・
関
東
高
校
卓
球
大
会
神
奈
川
県
予
選
会

男
子
団
体
４
位
、
女
子
団
体
２
位

（
男
女
関
東
大
会
出
場
）

男
子
個
人
、
杉
本
央
９
位

（
関
東
大
会
出
場
）

・ 

神
奈
川
県
高
校
総
体
兼
全
国
高
校
総
体
県
予

選
会

男
子
団
体
４
位
、
女
子
団
体
２
位

昨
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

中
止
と
な
っ
た
関
東
大
会
予
選
及
び
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
予
選
が
今
年
度
は
無
事
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
関
東
大
会
予
選
と
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で

は
男
子
団
体
４
位
、
女
子
団
体
２
位
と
い
う
功

績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
東
大
会

予
選
に
つ
き
ま
し
て
は
男
女
と
も
に
関
東
大
会

に
出
場
し
、
男
子
は
７
大
会
ぶ
り
に
代
表
権
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
部
活
動
に
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日

々
創
意
工
夫
し
な
が
ら
練
習
時
間
を
有
効
的
に

活
用
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
代
表
に
つ
な
が
っ

た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

３
年
生
は
こ

の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
予
選
で
引
退

に
な
り
、
現
在

は
１
、
２
年
生

が
中
心
の
新
体

制
が
始
ま
り
ま

し
た
。
３
年
生

が
つ
な
げ
て
く

れ
た
大
き
な
実

績
を
新
体
制
で
も
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
上
を
目

指
し
て
い
け
る
部
活
動
と
し
て
日
々
活
動
を
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
卓
球
部
の
活
動
に
ご

支
援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆
硬
式
野
球
部
の
近
況
報
告

硬
式
野
球
部
顧
問　

廣
濱　

優

日
頃
よ
り

多
大
な
る
御

支
援
御
声
援

を
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
観

客
動
員
に
制

限
は
あ
る
も

の
の
例
年
通

り
に
春
季
大
会
、
選
⼿
権
大
会
と
開
催
さ
れ
る

こ
と
を
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

こ
の
１
２
５
期
は
、
「
転
生
～
意
志
を
継
ぐ

～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
選
⼿
、
ス
タ
ッ
フ
で

思
い
を
一
つ
に
し
て
日
々
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
試
合
で
は
、
秋
季
県
大
会
、
春
季
県
大
会

と
も
に
ベ
ス
ト
８
の
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
秋

春
と
も
に
準
々
決
勝
の
相
⼿
は
、
東
海
大
相
模

高
校
。
秋
季
県
大
会
は
０
―
６
の
完
封
負
け
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
海
大
相
模
高
校
は
甲
子

園
選
抜
大
会
で
全
国
優
勝
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

春
季
県
大
会
は
、
７
回
ま
で
１
―
２
と
緊
迫
し

た
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
８
回
に
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
打
た
れ
２
点
差
に
。
９
回
表
を
エ
ー
ス
山
口
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が
抑
え
る
と
、
ヒ
ッ
ト
が
続
き
１
ア
ウ
ト
満
塁
。

９
番
打
者
が
意
地
の
犠
牲
フ
ラ
イ
を
放
ち
１
点

差
に
迫
り
、
な
お
も
２
ア
ウ
ト
１
・
２
塁
。
打

順
は
１
番
に
戻
り
、
一
打
同
点
の
場
面
。
し
か

し
、
そ
こ
は
相
⼿
が
２
枚
も
３
枚
も
上
で
三
振

に
打
ち
取
ら
れ
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
点
差
以
上
に

実
力
差
を
感
じ
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
け
れ

ど
選
⼿
た
ち
は
、
こ
の
試
合
か
ら
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
び
、
よ
う
や
く
神
奈
川
の
頂
点
が
ど

の
高
さ
に
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
野
球
部
の
活
動
が
で
き
る
喜
び
に
感
謝
し
、

選
⼿
た
ち
と
日
々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
御
指
導
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
吹
奏
楽
部
活
動
報
告

吹
奏
楽
部
顧
問　

田
澤　

真
一

私
た
ち
Ｙ
吹
こ
と
横
浜
商
業
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
は
、
41
名
で
本
番
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
、

最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
観
客
に

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
や
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
学
校
行
事

で
の
演
奏
、
野
球
部
の
応
援
、
地
域
で
行
わ
れ

る
音
楽
祭
な
ど
様
々
な
音
楽
会
や
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
ほ
と
ん
ど
の
演
奏
会
が
中
止
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
３
月
に
在
校
生
と
保
護
者
の

み
の
入
場
と
規
模
を
縮
小
し
て
定
期
演
奏
会
を

開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
観

客
を
前
に
し
て
の
演
奏
は
、
部
員
と
観
客
の
一

体
感
と
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
前
に
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
や
、
ま
だ
球
場
で
の
野
球
応
援
は

で
き
な
い
も
の
の
、
野
球
部
の
健
闘
を
祈
り
バ

ト
ン
部
と
合
同
で
激
励
会
を
行
う
事
が
出
来
ま

し
た
。

今
年
は
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
大
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
は
、
他
で
は
味
わ

え
な
い
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。
活
動
制
限
の
た

め
思
う
よ
う
に
練
習
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

が
、
緊
張
感
に
負
け
ず
に
よ
り
よ
い
演
奏
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
日
々
練
習
し
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
収
束
し
て
沢
山
の

観
客
を
前
に
演
奏
で
き

る
こ
と
を
願
い
、
今
で

き
る
こ
と
を
精
一
杯
、

部
員
一
丸
と
な
り
毎
日

一
生
懸
命
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

◆
ボ
ー
ト
部
活
動
報
告

ボ
ー
ト
部
顧
問　

會
田　

尚
貴

ボ
ー
ト
競
技
界
隈
で
は
、
「
一
艇
あ
り
て
一

人
な
し
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ー
ト

競
技
は
一
人
で
は
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
い
、

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
を

端
的
に
表
し
た
言
葉
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
収

ま
ら
な
い
中
、
全
国
大
会
、
関
東
大
会
等
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
改
め
て
こ
の
言
葉

の
重
み
、
偉
大
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
何
の
た
め
に
艇
を
漕
ぎ
、
陸
上
で

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
の
か
、
意
味
を
見
出
す

の
が
難
し
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
大
会

等
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
戦
う
相
⼿
が
い

る
こ
と
、
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
、
そ

し
て
応
援
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
、
こ
れ

ら
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
、
考
え
さ
せ
ら

れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
ボ
ー
ト
部　

59
年
ぶ
り
イ
ン
タ
ー
ハ
イ　

優
勝
》

令
和
3
年
8
月
16
日
よ
り
、
福
井
県
立
久
々

子
湖
漕
艇
場
に
お
い
て
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
行
わ
れ
、
Ｙ
校

ボ
ー
ト
部
か
ら
3
種
目
出
場
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
ま

だ
ま
だ
続
く
な
か
で
の
競
技
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
が
優
勝
、
女
子
舵
⼿

つ
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
が
4
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
優
勝
は
、1962

年

以
来
59
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

Ｙ
校
ボ
ー
ト
部
は
こ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の

優
勝
を
目
標
に
練
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

は
合
宿
や
遠
征
等
が
満
足
に
で
き
な
い
状
況
な

が
ら
も
、
平
日
は
Ｙ
校
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

や
大
岡
川
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
休
日
は

相
模
湖
漕
艇
場
へ
バ
ス
等
で
出
向
き
、
感
染
症

対
策
を
施
し
な
が
ら
、
工
夫
し
て
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
継
続
し
て
活
動
が
で
き
た
こ
と

は
、
保
護
者
等
の
関
係
者
の
皆
様
や
Ｙ
校
ボ
ー

ト
部
後
援
会
（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
）
、
進
交
会
を

始
め
と
し
た
卒
業
生
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
声

援
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

秋
か
ら
は
新
チ
ー
ム
が
発
足
し
ま
す
が
、
新

チ
ー
ム
で
も
日
本
一
を
目
指
し
て
、
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
、
御
声
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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◆
Ｙ
校
生
の
進
路
に
つ
い
て

進
路
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
部
主
任

飯
森　

収

現
在
、
わ
が
国
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
と
普
及
に
よ

る
職
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
生
徒

の
進
路
に
関
わ
る
部
分
で
も
変
化
が
み
ら
れ
て

い
ま
す
。

大
学
入
試
に
関
し
ま
し
て
は
、
昨
年
か
ら
新

し
い
入
試
制
度
及
び
名
称
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
大
学
入
試
は
、
一
般
入
試
、
Ａ
Ｏ

入
試
、
推
薦
入
試
の
大
き
く
３
つ
の
入
試
区
分

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
般
入
試
は
一

般
選
抜
に
、
Ａ
Ｏ
入
試
は
総
合
型
選
抜
に
、
推

薦
入
試
は
学
校
推
薦
型
選
抜
へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
側
面

か
ら
社
会
構
造
が
変
化
し
て
い
る
な
か
、
社
会

に
人
材
を
供
給
す
る
立
場
に
あ
る
大
学
も
、
大

き
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
「
知
識
・
技
能
」
だ
け
で
な
く
、
社
会

を
生
き
る
力
と
し
て
課
題
解
決
能
力
な
ど
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
「
思
考
力

・
判
断
力
・
表
現
力
」
を
一
層
重
視
す
る
と
い

う
考
え
が
新
入
試
制
度
の
ベ
ー
ス
に
は
あ
り
ま

す
。
高
校
に
お
い
て
も
、
「
知
識
・
技
能
」
だ

け
で
は
な
く
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
、

「
主
体
性
を
も
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て

学
ぶ
態
度
」
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
高
校
で
の
学
び
を

い
か
に
大
学
で
の
深
い
学
び
に
紐
づ
け
す
る
か

が
問
わ
れ
、
高
校
・
大
学
の
７
年
間
の
ス
パ
ン

で
自
分
の
夢
の
実
現
を
考
え
て
い
く
時
代
に
な

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
、
民
間
就
職
に
関
し
ま
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
先
の
読
め
な
い
中
で
の

就
職
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
就
職
活

動
の
開
始
が
６
月
か
ら
と
例
年
と
比
べ
２
个
月

遅
れ
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
生
徒
た
ち
は
会

社
見
学
等
を
駆
け
足
で
進
め
ま
し
た
。
求
人
数

の
減
少
も
危
惧
さ
れ
ま
し
た
が
、
予
想
し
て
い

た
ほ
ど
の
減
少
は
な
く
、
最
終
的
に
は
、
男
子

10
名
、
女
子
21
名
の
合
計
31
名
が
内
定
を
頂
き

ま
し
た
。
企
業
は
、
明
る
く
元
気
で
健
康
で
あ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
行
動
力
、
調
整
力
、
協
調
性
や

主
体
性
を
求
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
計
画

的
に
就
職
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
内
定
を
勝

ち
取
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
近
年
、
本
校
生
徒
の
進
路
先
の
特

徴
と
し
て
見
て
取
れ
る
の
が
、
公
務
員
希
望
者

の
多
さ
で
す
。
本
校
に
は
専
門
学
校
と
連
携
し
、

年
間
40
回
を
超
え
る
講
習
会
や
さ
ま
ざ
ま
な
自

治
体
の
採
用
説
明
会
な
ど
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
あ
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
昨
年
度
の

卒
業
生
は
、
延
べ
総
数
で
33
名
の
最
終
合
格
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
他
校
と
比

較
を
し
て
も
圧
倒
的
な
数
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。今

年
度
の
３
年
生
の
進
路
希
望
は
、
４
月
15

日
現
在
、
民
間
就
職
34
名
、
公
務
員
44
名
、
大

学
・
短
大
１
５
２
名
、
専
門
学
校
36
名
、
そ
の

他
未
定
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
・
短
大

志
望
者
の
中
で
推
薦
入
試
を
希
望
し
て
い
る
生

徒
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
か
、
民
間
就

職
、
公
務
員
を
志
望
す
る
生
徒
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
生
徒
の
進
路
実
現
に
向

け
て
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

同
期
会
だ
よ
り

東
京
２
０
２
０
聖
火
リ
レ
ー
に
参
加

し
て

川
戸　

政
角
（
Ｙ
昭
45
卒
）

今
年
の
1
月
25
日
に
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た

「
３
月
25
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
で
す
が
、
新
日
程
に
伴
い
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
等
に
よ
る
辞
退
者
が
出

た
た
め
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
！　

お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
メ
ー
ル
は
聖
火
リ
レ

ー
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
か

ら
で
し
た
。
最
初
は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
組
織
委
員
会
か
ら

も
メ
ー
ル
が
届
き
諦
め
て
い
た
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ

ー
に
本
当
に
選
ば
れ
た
の
だ
と
興
奮
し
た
覚
え

が
あ
り
ま
す
。

私
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
に
提
出
し

た
志
望
動
機
は
・
・
・

１
．
富
士
見
台
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
（
横
浜
市
保
土
个
谷
区
）
を
１
９
９
４

年
に
創
設
し
現
在
ま
で
代
表
と
監
督
を
兼

任
（
延
べ
参
加
者
７
０
０
人
）
、
横
浜
市

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
ミ
ニ
バ
ス
ケ

　
　

ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
の
指
導
者
と
し
て
２
０

　
　

１
２
．
９
～
２
０
１
５
．
３
迄
実
施
（
延

べ
参
加
者
３
６
０
人
）
、
横
浜
カ
ッ
プ
全

国
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
交
歓
大
会
を
創
設
・
運
営
（
男
子
60
歳

+
の
大
会
）
後
援
に
神
奈
川
県
他
（
延
べ

参
加
者
１
６
０
０
名
）

２
．
シ
ニ
ア
大
会
で
は
現
役
選
⼿
と
し
て
海
外

（
Ｗ
Ｍ
Ｇ
な
ど
）
、
国
内
大
会
に
参
加
し

今
後
は
70
歳
+
の
海
外
大
会
に
参
加
を
目
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指
す

３
．
子
供
た
ち
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
健
康
、
仲
間
、
社

会
貢
献
の
切
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
内
容

で
し
た
。

史
上
初
め
て
延
期
さ
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
私
は
延
期

の
お
か
げ
で
幸
運
が
舞
い
降
り
ま
し
た
。
競
技

の
観
戦
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
の

「
す
る
」
「
見
る
」
「
さ
さ
え
る
」
が
生
み
出

す
感
動
を
共
有
し
た
い
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
１
都
３
県
な
ど
が
無
観
客
と
な
り
大

変
残
念
な
思
い
で
一
杯
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
Ｙ
校
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
石
川
先
生
、
諸
先
輩
に

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

Ｙ
校
昭
和
四
十
三
年
卒

「
幻
？
の
」
第
１
回
同
期
会

高
橋　

正
美
（
Ｙ
昭
43
卒
）

令
和
元
年
十
月
十
二
日
。
卒
業
五
十
一
年
目

に
し
て
初
め
て
の
同
期
会
を
開
催
す
る
予
定
で

し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
、
五
十
嵐
裕
子
さ
ん

（
進
交
会
理
事
）
を
中
心
に
、
各
ク
ラ
ス
代
表

十
八
名
の
幹
事
団
と
進
交
会
事
務
局
安
川
さ
ん

の
ご
協
力
を
頂
き
、
約
一
年
半
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
山
田
瑛
先
生
・
同
期
生
一
０
六
名

の
参
加
申
込
み
を
頂
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
予

定
で
し
た
が
、
な
ん
と
台
風
十
九
号
の
直
撃
予

報
を
受
け
急
遽
延
期
。
検
討
の
結
果
令
和
二
年

二
月
二
十
九
日
に
開
催
を
決
定
し
ま
し
た
が
、

今
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
。
万
全
を
期
し
て

こ
れ
が
終
息
す
る
ま
で
再
延
期
を
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
間
幹
事
の
皆
さ
ん
と
安
川
さ
ん
に
は

幹
事
会
・
会
場
と
の
調
整
・
リ
ハ
ー
サ
ル
・
参

加
申
込
者
へ
の
変
更
連
絡
等
々
ご
尽
力
頂
き
、

ま
た
、
ホ
テ
ル
側
窓
口
の
井
上
高
也
さ
ん
（
Ｙ

硬
式
野
球
部
出
身
）
に
は
、
度
重
な
る
日
程
変

更
と
キ
ャ
ン
セ
ル
に
も
快
く
対
応
頂
き
感
謝
に

堪
え
ま
せ
ん
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｙ
昭
和
四
十
三
年
卒
の
皆
様
、
第
一
回
同
期

会
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

Ｙ
44
元
気
会

（
昭
和
44
年
卒
の
皆
さ
ん
元
気
か
い
？
）

安
川　

栄
一
（
Ｙ
昭
44
卒
）

古
希
を
迎
え
、
毎
月
定
期
的
に
集
合
し
て
お

互
い
の
元
気
を
確
か
め
、
語
ら
い
を
楽
し
も
う

と
い
う
試
み
で
す
。

﹃
と
に
か
く
、
会
っ
て
話
を
！
！　
　

ボ
ケ

防
止
に
役
立
つ
か
も
！
！
﹄
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
７
組
飯
田
武
幸
君
の
発
案
で
令
和
２
年

９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

★　

開
催
日
：

　
　

毎
月
第
２
土
曜
日
１
５
：
０
０
～

★　

場
所
：

　
　

進
交
会
館
２
階
「
み
な
と
倶
楽
部
」

★　

メ
ン
バ
ー
：

　
　

各
組
の
ク
ラ
ス
会
幹
事
の
方
を
当
方
が

勝
⼿
に
基
本
メ
ン
バ
ー
と
し
て
位
置
づ

け
、
各
幹
事
が
自
由
に
級
友
を
誘
い
参

加
し
て
も
ら
う
会

★　

開
催
実
績
：

　
　

令
和
２
年
９
月
，
10
月
（
台
風
襲
来
の

為
中
止
）
，
11
月
，
４
月

※
非
開
催
月
は
緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防
止

重
点
措
置
に
よ
り
や
む
な
く
中
止
と
し
ま
し

た
。【

Ｙ
44
古
希
の
会
】

令
和
４
年
（
来
年
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
終

了
後
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

※
各
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
、
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

商業施設・オフィス・リノベーション・設計施工tatesin

会 長  渡 辺 清 和
（Y校 昭和45年卒　バドミントン部）

〒 232-0022 横浜市南区高根町4-29
☎045-242-1320　☎045-262-4026（不動産部）

一級建築士事務所

株式会社タテシン

麺処 おおぎ（進交会館１階）
うどんと酒肴

◎馬車道・横浜市役所前店(進交会館１Ｆ）
　横浜市中区相生町６－１１１　電話 ０４５－６８１－２１５２

◎大通り公園前本店
　横浜市中区蓬莱町１－１－３
　電話　０４５－２４３－０３９０

◎常磐町店
　横浜市中区常磐町３－２２－３   
　電話　０４５－２３２－４０４０　　
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☎045-242-1320　☎045-262-4026（不動産部）

一級建築士事務所

株式会社タテシン

麺処 おおぎ（進交会館１階）
うどんと酒肴

◎馬車道・横浜市役所前店(進交会館１Ｆ）
　横浜市中区相生町６－１１１　電話 ０４５－６８１－２１５２

◎大通り公園前本店
　横浜市中区蓬莱町１－１－３
　電話　０４５－２４３－０３９０

◎常磐町店
　横浜市中区常磐町３－２２－３   
　電話　０４５－２３２－４０４０　　

スライドショーの表紙

参加者にお渡しする予定だった記念品

ラミレス氏（元ベイスターズ監督）と共に
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ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
同
期
会
・

ク
ラ
ス
会

武
田　

満
明
（
Ｙ
昭
47
卒
）

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
１
年
半
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
色
々

な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
・
延
期
と
な
り
、

楽
し
み
を
取
上
げ
ら
れ
た
子
供
の
よ
う
に
過
ご

し
て
き
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
徐
々
に

進
み
、
平
常
に
戻
る
ま
で
も
う
少
し
で
し
ょ
う
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
な
り
ま
し
た
ら
、ま
ず

は
昭
和
47
年
卒
業
の
皆
さ
ん
と
、 
70
歳（
古
希
）

同
期
会
の
開
催
準
備
に
か
か
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
前
回
65
歳
時
の
同
期
会
・
そ
の
前
の

60
歳
（
還
暦
同
期
会
）
と
も
に
各
ク
ラ
ス
幹
事

の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
で
、
百
名
規
模
の
参
加
者

で
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
２
年
程
先

の
こ
と
で
す
が
、
案
外
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間

は
迫
っ
て
く
る
の
で
、
気
持
ち
だ
け
で
も
早
め

に
準
備
し
た
い
も
の
で
す
。

毎
年
末
に
開
催
さ
れ
る
Ｙ
校
会
の
集
い
が
、

来
年
は
Ｙ
校
創
立
１
４
０
周
年
記
念
を
兼
ね
て

開
催
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
で
き
れ
ば
各
ク
ラ
ス

幹
事
の
方
々
に
声
を
か
け
て
、
久
々
に
顔
を
合

わ
せ
て
同
期
会
の
準
備
な
ど
に
つ
い
て
打
ち
合

わ
せ
を
始
め
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
際
は
改
め
て
ご
連
絡
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
新
・
進
交
会
館
が
今
年
二
月
に
完
成

し
て
、
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
２
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
「
み
な
と
倶

楽
部
」
は
卒
業
生
な
ら
だ
れ
で
も
利
用
で
き
ま

す
か
ら
ク
ラ
ス
会
や
そ
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に
、

利
用
し
て
み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

私
の
卒
業
ク
ラ
ス
（
８
組
）
で
は
、
名
幹
事

役
下
村
君
の
ご
尽
力
で
、
こ
れ
ま
で
毎
年
３
・

４
回
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
う
ち
一
回
は
温
泉
な

ど
へ
泊
り
が
け
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

幸
い
、
ク
ラ
ス
担
任
で
あ
っ
た
永
井
先
生
も

ご
健
在
で
毎
回
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ク
ラ
ス
会
の
再
開
も
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
楽
し
み
で
す
。

同
期
の
他
の
ク
ラ
ス
で
も
１
・
２
・
４
・
７

組
等
で
は
定
期
的
に
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
て
い

る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
会
報
が
皆
さ
ん
の
お
⼿
元
に
着
く
こ
ろ

に
は
、
さ
ら
に
状
況
が
快
方
に
向
か
っ
て
い
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

も
Ｙ
校
卒
の

皆
さ
ん
と
共

に
、
楽
し
い

時
間
を
共
有

し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

再
会
を
楽

し
み
に
し
て

い
ま
す
。

Ｙ
校
昭
和
48
年
卒
同
期
会
中
止
に

つ
い
て

大
宮　

勲
（
Ｙ
昭
48
卒
）

令
和
２
年
度
に
第
二
回
同
期
会
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
新
規
感
染
防
止

の
為
、
止
む
無
く
中
止
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願

い
、
皆
様
に
お
会
い
出
来
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

Ｙ
校
昭
和
54
年
卒
業
（
第
92
期
）

同
期
会
を
令
和
４
年
10
月
に
開
催
し
ま
す

（
Y
昭
54
卒　

幹
事
一
同
）

令
和
４
年
10
月
15
日
（
土
）
17
時
よ
り
開
催

が
決
定
ま
し
た
。
次
回
の
同
期
会
は
第
６
回
目

に
あ
た
り
、
当
初
還
暦
祝
い
も
兼
ね
て
の
開
催

を
令
和
２
年
11
月
に
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、

度
重
な
る
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
残
念
な
が
ら
２
度

に
わ
た
る
延
期
を
幹
事
会
総
意
で
決
定
し
ま
し

た
。１

９
９
５
年
に
第
１
回
同
期
会
を
開
催
以
降
、

５
年
ご
と
に
開
催
し
て
お
り
毎
回
１
２
０
名
余

り
の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。
そ
の
運
営
を
担
っ

て
い
る
幹
事
は
各
ク
ラ
ス
か
ら
選
出
さ
れ
て
お

り
、
進
交
会
館
会
議
室
を
メ
イ
ン
会
場
に
毎
回

和
や
か
に
幹
事
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
期

に
は
現
在
Ｙ
校
で
講
師
と
し
て
教
鞭
に
立
つ
杉

崎
君
が
お
り
、
ク
ラ
ス
幹
事
と
し
て
も
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

前
回
第
５
回
２
０
１
５
年
開
催
時
は
、
記
念

写
真
撮
影
に
お
い
て
現
役
Ｙ
校
写
真
部
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
開
催
案

内
文
中
に
「
素
敵
な
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
」
と
題
し
、
同
期
生
が
紹
介
し
た
い
情
報
等

を
持
ち
寄
り
会
場
内
で
Ｐ
Ｒ
で
き
る
場
を
提
供

し
ま
し
た
。

私
た
ち
も
卒
業
後
40
年
が
過
ぎ
、
所
在
が
把

握
で
き
な
い
同
期
生
も
い
ま
す
が
、
こ
の
紙
面

を
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
々
で
日
頃
親
交
の
あ
る

同
期
生
の
皆
さ
ん
に
、
来
年
開
催
の
同
期
会
に

つ
い
て
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
多
く
の
同
期
生
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

92
期
担
任
の
先
生
方

１
組 

飯
島 

猛
先
生 

２
組 

西
村 

隆
男
先
生

３
組 

笠
原 

通
先
生 

４
組 

遠
又 

安
雄
先
生

５
組 

加
納 

和
明
先
生 

６
組 

山
根 

聡
子
先
生

７
組 

永
井 

滋
先
生 

８
組 

瀬
尾 

正
先
生

進
交
会
囲
碁
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知

ら
せ当ク

ラ
ブ
は
現
在
、
登
録
会
員
36
名
で

毎
週
火
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後
に
、
進
交

会
館
３
階
で
、
週
例
碁
会
を
行
っ
て
居
り

ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
皆
様
か
ら
の
当
ク
ラ

ブ
へ
の
ご
加
入
を
、
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
…
…
進
交
会
事
務
局
ま
で

☎
０
４
５
―

６
８
１
―

６
５
７
５

　

会
長　

名
塚　

三
郎
（
Ｙ
昭
20
⑤
）

山梨県昇仙峡にて（8組クラス会）第2回�同期会
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同
期
会
開
催
状
況

コ
ロ
ナ
禍
収
束
で
同
期
会
開
催
ラ
ッ
シ
ュ
を
！
！

令
和
２
年
・
３
年
の
我
慢
の
年
か
ら
飛
翔
し
、
同
期
会
の
開
催
で
友
情
の
輪
と
語
ら
い
を
復
活

推
進
し
よ
う
。

Ｙ
校
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り

Ｙ
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会

「
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
！
！
」

五
十
嵐　

裕
子
（
Ｙ
昭
43
卒
）

平
成
30
年
・
春
か
ら
の
進
交
会
館
建
て
替
え

工
事
の
為
、
こ
の
年
は
中
華
街
・
龍
翔
記
で
開

催
し
た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
。
再
会
は
、
新
進
交
会

館
で
と
約
束
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
令
和
２
年
3
月
の
落
成
式
前
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し

５
月
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
収
束
す
る
ま
で

延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
飯
塚
代
表
や
北
田
さ
ん
と
も
、
何

度
か
幹
事
で
開
催
日
を
打
ち
合
わ
せ
す
る
話
が

出
る
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
拡

大
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
３
年
に
な
っ
て
も
収
束
で
き

ず
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｙ
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
皆

様
の
母
校
愛
は
、
語
り
尽
く
せ
な
い
程
の
人
と

人
の
繋
が
り
に
あ
り
ま
す
。
思
い
出
話
の
中
に

も
、
先
輩
・
後
輩
を
思
い
や
る
会
話
・
笑
顔
に

心
が
和
み
、
励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
回
、
中
華
街
で
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
に
出
席

し
て
下
さ
っ
た
、
渋
谷
重
夫
様
、
大
原
利
夫
様
、

麻
生
勉
様
、
沖
田
光
弘
様
も
、
令
和
２
年
に
他

界
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
、
次
回
開
催
日
は
決
定
で
き
ま
せ
ん
が

必
ず
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
暫
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
早
く
、
皆
様
に
お
会
い
し
た
い
で
す
。

新
し
く
な
っ
た
進
交
会
館
「
み
な
と
倶
楽

部
」
や
会
議
室
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Ｙ
校
会
だ
よ
り

☆
Ｙ
校
会
に
つ
い
て

��

Ｙ
校
会
と
は
？　
↓　
Ｙ
校
会
は
一
般
社
団
法
人
進
交

会
の
内
部
組
織
と
し
て
Ｙ
校
の
卒
業
生
全
員
を
対
象

と
し
て
平
成
９
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

��

目
的
は
？　
↓　
Ｙ
校
会
は
母
校
Ｙ
校
及
び
在
校
生
へ

の
支
援
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

��

会
費
は
？　
↓　
年
間
１
，
０
０
０
円
以
上
（
上
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
任
意
で
す
）
の
会
費
の
納
入
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

※�

進
交
会
会
費（（
終
身
会
費
３
０
，０
０
０
円
ま
た
は

年
会
費
３
，０
０
０
円
）と
は
別
枠
に
な
り
ま
す
。

��

会
費
納
入
者
数
は
？　
↓　
現
在
、
約
５
０
０
名
で
す

が
、
１
，
０
０
０
名
体
制
に
す
べ
く
募
集
中
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
是
非
、
Ｙ
校
会
会
費
の
納
入
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
お
問
合
せ
・�

詳
細
は�

・
・
・
・
・

Ｙ
校
会
事
務
局
（
安
川
（
昭
44
卒
）

　
　
　
　
　
　

（
杉
本
（
昭
55
卒
）
迄

電
話
０
４
５
―

６
８
１
―

６
５
７
５

☆
Ｙ
校
会
活
動
に
つ
い
て

【
横
浜
市
大『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策

基
金
』に
25
万
円
の
寄
付
を
行
う
】

令
和
２
年
12
月
に
寄
付
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
事
態
の
市
大
病
院
と
困
窮

す
る
学
生
を
支
援
す
る
た
め
で
す
。

【
Ｙ
校
会
海
外
研
修
奨
学
金
の
支
援
】

 

海
外
研
修
を
目
指
す
Ｙ
校
生
。
そ
の
志
に
応

え
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
研
修
生
に
１
名

10
万
円
、
総
額
20
万
円
を
支
援
。

 

台
湾
へ
の
研
修
生
に
は
１
名
５
万
円
、
総
額

10
万
円
を
毎
年
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
Ｙ
校
生
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　

活
動
支
援
】

今
年
度
は
総
額
20
万
円
を
支
援
。

【
主
な
行
事
・
親
睦
会
】

５
月　

社
会
見
学
会
（
中
止
）

７
月　

歌
舞
伎
鑑
賞
教
室

８
月　

暑
気
払
い
（
中
止
）

10
月　

Ｙ
校
祭　

Ｙ
校
会
ル
ー
ム
開
設

　
　
　

（
生
徒
の
み
で
開
催
）

12
月　

Ｙ
校
会
の
集
い
（
中
止
）

　
　
　

落
語
鑑
賞
会
（
未
定
）

直近 5年間　同期会開催状況
� (令和３年７月現在）

卒年
直近５年間開催状況（進交会報掲載記事から抜粋） 今後の開催予定

（対象会員よりランダムに聞き取り）名称 開催時期 会場

昭２９年 傘寿の同期会 平２８年４月 崎陽軒本店

昭３３年 第６回同期会 令１年５月 迎賓館 令和４年予定（３年ごとに開催）

昭３８年 ３８会 平２９年１０月 ロイヤルパークホテル

昭３９年 古希の集い 平２７年５月 キャメロットジャパン

昭４０年 同窓会 平３０年１０月 ナビオス横浜 Y校入学６０周年　今後詳細決定

昭４３年 令和２年、３年開催予定も中止、延期 同期会�令和４年予定

昭４４年 同期会（６５才） 平２８年４月 ローズホテル 同期会（７０才古希）令和３年開催を延期し、
令和４年予定

昭４５年 同期会（６５才） 平２９年９月 ローズホテル 同期会（７０才古希）令和３年開催を延期し、
令和４年予定

昭４６年 同期会（６５才） 平３０年４月 ローズホテル 同期会（７０才古希）　令和４年予定

昭４７年 同期会（６５才） 令１年６月 ナビオス横浜 進交会報記事あり

昭４８年 同期会（６０才） 平２７年５月 重慶飯店 令和４年予定　

昭４９年 同期会（６０才還暦） 平２７年１１月 ナビオス横浜

昭５０年 同期会（６０才還暦） 平２８年１０月 大陸飯店

昭５４年 同期会 平２７年８月 崎陽軒本店 令和４年１０月予定　（進交会報記事あり

昭５５年 同期会（５５才） 平２８年１１月 ローズホテル

昭５６年 同期会（入学４０年目） 平３０年５月 ニューグランドホテル

昭６２年 卒業３０年同期会 平２８年１０月 新横浜国際ホテル

昭６３年 卒業３０年同期会 平２９年
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◆
Y
校
会

令
和
２
年

収
支
報
告
書

（
令
和
２
年
１
月
１
日　

～
令
和
２
年
12
月
31
日
）

　【　収　　入　】 　　（　単位　円　）

科　　　　　目 一般会計 母校支援基金 合　　計
前期繰越 1,499,036 4,274,282 5,773,318
Ｙ校会会費入金分（２０２０年分） 1,145,797 1,145,797
利息 5 34 39

合　　　計 2,644,838 4,274,316 6,919,154

　【　支　　出　】

科　　　　　目 一般会計 母校支援基金 合　　計
墓参会会費用 54,520 0 54,520
会議費 26,847 0 26,847
郵送費 132,626 0 132,626
郵便局振替手数料 440 0 440
ニューヨーク海外研修奨学金 0 100,000 100,000
振込手数料 68,669 0 68,669
その他事業費 85,492 0 85,492
慶弔・見舞金 36,500 0 36,500
市大コロナ寄付金 250,000 0 250,000

合　　　計 655,094 100,000 755,094
次期繰越 1,989,744 4,174,316 6,164,060

※　令和２年度は以下の行事が中止または活動停止となりましたので支出がありません。
　　　・　総会　・　Y校祭　・　Ｙ校会の集い　・　部活動・同期会支援金　・　台湾海外研修奨学金

Y校会　令和２年　収支報告書
（　令和２年１月１日　～　令和２年１２月３１日　）

　【　収　　入　】 　　（　単位　円　）

科　　　　　目 一般会計 母校支援基金 合　　計
前期繰越 1,499,036 4,274,282 5,773,318
Ｙ校会会費入金分（２０２０年分） 1,145,797 1,145,797
利息 5 34 39

合　　　計 2,644,838 4,274,316 6,919,154

　【　支　　出　】

科　　　　　目 一般会計 母校支援基金 合　　計
墓参会会費用 54,520 0 54,520
会議費 26,847 0 26,847
郵送費 132,626 0 132,626
郵便局振替手数料 440 0 440
ニューヨーク海外研修奨学金 0 100,000 100,000
振込手数料 68,669 0 68,669
その他事業費 85,492 0 85,492
慶弔・見舞金 36,500 0 36,500
市大コロナ寄付金 250,000 0 250,000

合　　　計 655,094 100,000 755,094
次期繰越 1,989,744 4,174,316 6,164,060

※　令和２年度は以下の行事が中止または活動停止となりましたので支出がありません。
　　　・　総会　・　Y校祭　・　Ｙ校会の集い　・　部活動・同期会支援金　・　台湾海外研修奨学金

Y校会　令和２年　収支報告書
（　令和２年１月１日　～　令和２年１２月３１日　）

Y校卒業生の年度別進路状況

◎ 平成６年に就職者と進学その他者の人数が逆転しています。
昭和48年～50年の進学・その他人数の増加は「第1次オイルショック」の発生、平成６年の就職者と進学・その他人

数の逆転現象は平成３年～５年の「バブルの崩壊」等による経済、雇用状況が影響しているのではないかと推測でき
ます。

Y校卒業生�年度別進路状況

卒年 卒業������
生数

就職者 進学者・
その他 卒年 卒業　　

生数
就職者 進学者・

その他
数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％

昭39年 388 213 55% 175 45% 平2年 370 243 66% 121 33%
昭42年 375 242 65% 133 35% 平4年 379 188 50% 139 37%
昭44年 399 273 68% 126 32% 平6年 352 149 42% 162 46%
昭46年 393 274 70% 119 30% 平8年 316 120 38% 165 52%
昭48年 361 178 49% 183 51% 平10年 324 92 28% 177 55%
昭50年 342 165 48% 177 52% 平12年 270 78 29% 172 64%
昭52年 360 207 58% 153 43% 平14年 269 68 25% 186 69%
昭54年 362 229 63% 133 37% 平20年 273 64 23% 209 77%
昭59年 354 250 71% 76 21% 平22年 273 49 18% 224 82%
昭61年 352 224 64% 124 35% 平24年 269 51 19% 218 81%
昭63年 353 241 68% 84 24% 平26年 269 58 22% 211 78%

平28年 273 60 22% 213 78%
平30年 273 61 22% 212 78%

※ 昭和39年～59年の数値はY校時報から抜粋、昭和61年～平成30年の数値はY校学校要覧から抜粋し掲載。
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編
集
後
記�



菊
香
る
候
、
進
交
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
進
交
会
報
第
87
号
を
Y
校
版
と
市
大

版
の
分
冊
発
行
と
し
ま
し
た
。
進
交
会
理
事
長

挨
拶
の
通
り
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
お
読

み
い
た
だ
き
、
母
校
愛
を
深
め
、
進
交
会
（
同

窓
会
）
へ
の
意
識
高
揚
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

進
交
会
報
が
会
員
の
情
報
交
流
に
役
立
ち
、
併

せ
て
、
進
交
会
館
み
な
と
倶
楽
部
が
会
員
の
皆

様
の
交
流
の
場
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。
分
冊
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
同

封
し
ま
し
た
の
で
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
等
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
進
交
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
、

進
交
会
の
名
称
の
由
来
と
と
も
に
、
Y
校
版
・

市
大
版
の
両
方
を
掲
載
し
ま
し
た
。
市
大
版
に

は
、
来
る
横
浜
市
大
百
周
年
に
向
け
て
「
Ｙ
専

の
歴
史
」
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

一
読
の
ほ
ど
お
勧
め
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
二
月
に
、長
く
進
交
会
報
編
集
委

員
を
さ
れ
た
嶋
田
信
子
様（
Ｙ
校
昭
和
33
年
卒
）

が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。紙
面
を
お
借
り
し
て
、

長
年
の
ご
尽
力
に
深
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
や
進
交
会
活
動
の
再
開
、

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

末
尾
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
寄
稿
・
広
告
掲

載
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
会
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
報
・
Ｈ
Ｐ
委
員
長

 

桑
原
正
子
（
市
大
文
昭
41
卒
）

平
成
12
年

水

口

政

司
（
昭
37
）

平
成
15
年

藤

井

弘

（
昭
28
）

平
成
16
年

若

林

敏

郎
（
昭
17
）

平
成
22
年

山

田

三

郎
（
昭
15
）

平
成
24
年

富

田

彦
太
郎
（
昭
16
）

平
成
26
年

荒

井

芳

夫
（
昭
30
）

石

井

悟

（
昭
18
）

平
成
28
年

田

中

正

治
（
昭
29
）

平
成
29
年

平

井

順

（
平
2
）

忍

足

喜

一
（
昭
29
）

土

門

幸

子
（
昭
29
）

大

里

俊

男
（
昭
20
⑤
）

平
成
30
年

楢

崎

信

夫
（
昭
28
）

木

下

正

美
（
昭
29
）

秋

浜

雅

彦
（
昭
26
）

藤

井

俊

雄
（
昭
34
）

川

上

和

子
（
昭
37
）

目

代

充

宏
（
昭
38
）

平
成
31
年

熊

谷

隆

子
（
昭
40
）

海
老
原

善

徳
（
昭
26
）

青

木

佐
紀
子
（
昭
29
）

小
金
井

晟

吉
（
昭
27
）

芝

崎

一

寿
（
昭
31
）

令
和
元
年

谷

本

清

（
昭
16
）

山

田

稔

（
昭
23
）

窪

田

照

男
（
昭
28
）

加

山

尚

（
昭
37
）

小

松

孝

之
（
昭
42
）

山

内

英

輝
（
昭
43
）

後

藤

輝

男
（
昭
47
）

令
和
2
年

重

田

富
太
郎
（
昭
15
）

大

塚

寿

一
（
昭
20
④
）

平

戸

幹

男
（
昭
20
④
）

渡

邊

和

幸
（
昭
20
④
）

内

橋

真

治
（
昭
22
）

鈴

木

昭

三
（
昭
22
）

川
喜
多

勉

（
昭
23
）

藤

巻

勇

次
（
昭
23
）

山

口

行

成
（
昭
23
）

石

井

博

（
昭
25
）

駒

田

正

藏
（
昭
25
）

内

田

和

男
（
昭
26
）

高

木

正

夫
（
昭
26
）

金

田

光

雄
（
昭
27
）

河

西

勇

（
昭
27
）

岸

寛

（
昭
27
）

日

比

康

雄
（
昭
27
）

秋

山

富

子
（
昭
27
）

佐

藤

保

之
（
昭
28
）

藤

森

康

男
（
昭
28
）

大

原

利

夫
（
昭
29
）

白

木

浩

二
（
昭
29
）

吉

村

保

宣
（
昭
30
）

嶋

田

志
津
子
（
昭
30
）

金

子

勇

夫
（
昭
31
）

永

山

秀

明
（
昭
31
）

笛

吹

静

夫
（
昭
31
）

及

川

宏

輝
（
昭
31
）

大
和
田

忍

（
昭
31
）

関

口

孝

雄
（
昭
32
）

南

部

明

稔
（
昭
32
）

山

田

修

久
（
昭
32
）

利

正

美
（
昭
33
）

中

島

文

男
（
昭
33
）

清

水

崇

（
昭
34
）

酒

川

静

雄
（
昭
35
）

宮

阪

み
よ
子
（
昭
35
）

関

戸

英

士
（
昭
36
）

杉

山

洋

美
（
昭
37
）

鈴

木

一

正
（
昭
38
）

岡

賢

（
昭
39
）

島

崎

勝

代
（
昭
39
）

谷
田
貝

芙
美
江
（
昭
39
）

浅

田

正

敏
（
昭
40
）

曽

根

勲

（
昭
40
）

品

川

季

子
（
昭
40
）

仁

平

勤

（
昭
42
）

元

田

ナ

ミ
（
昭
44
）

萩

原

敏

男
（
昭
45
）

令
和
3
年

粕

谷

友

一

旧
職
員

林

泉

（
昭
12
）

河

原

康

（
昭
20
④
）

二

見

嘉

典
（
昭
20
④
）

小

山

康

男
（
昭
26
）

浅

場

敏

男
（
昭
27
）

天

野

健

（
昭
27
）

黒

沢

敦

（
昭
28
）

蕪

木

秀

敏
（
昭
29
）

神

谷

幸

宏
（
昭
30
）

川

嶋

鉄

子
（
昭
30
）

細

谷

彰

（
昭
31
）

井

上

輝

之
（
昭
33
）

嶋

田

信

子
（
昭
33
）

永

塚

隆

雄
（
昭
34
）

一

條

俊

幸
（
昭
37
）

大

川

昭

春
（
昭
38
）

横

山

静

男
（
昭
42
）

赤

城

美
枝
子
（
昭
43
）

不
明

小

林

晴

男
（
昭
11
）

渡

辺

利

子
（
昭
26
）

植

松

葉

子
（
昭
41
）

Ｙ校から今日（イマ）を目指して職人に賭けた『一生』 
質実剛健を旨とし誠を尽くす職人になろうと  
今、創業１０４年   
畳と襖、小修理の専門店。和の文化を守る。 
                 

森下和装工業株式会社   

代表  森下 正勝              

昭３７年Ｙ校卒 （硬式野球部） 

〒245-0004  

横浜市泉区領家３－９－７   電話 045－811－4696 

森下正勝 著 （文芸社） 

『戦後日本の 光と影』 絶賛発売中 

 




